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西庁舎：第 1・3金曜日　東庁舎：第 2・4金曜日
内　　容

　
戸籍・住民票・税務などの証明書発行、印鑑登録、市税など
の収納

延長時間　午後 7時 30分まで

開庁時間　午前 8時 30分～午後 5時 15分
閉 庁 日　土、日、祝・休日、年末年始（12月29日～1月3日）

まずはアプリを
ダウンロード！

スマホで「広報北名古屋」
 窓口延長（祝・休日、年末年始は除く）

市役所の業務案内

マークについて  とき　  ところ    内容 　  対象　　  定員
 申込み 　  問合せ

電話 ファクス メール ホームページ 西庁舎 東庁舎
 参加費・入場料・利用料 　  持ち物 　

今月の表紙

市の人口・世帯数

市ホームページ「防
災マップ」の内水・洪
水・地震のハザード
マップはこちらから。

ハザードマップを確認しよう

登録すると、市から
防災・気象・地震など
の情報が配信されま
す。

災害情報がメールで届く

　セルプしかつ（六ツ師）の「ふ
れあい芋煮会 2019」。旬のサ
トイモを主役に、野菜とお肉た
っぷりのいも汁と煮物を作り、
秋晴れのもと「いただきまーす」。
美味しくてお代わりも続 と々。

11月１日現在

総人口 86,225人
男　性 43,225人
女　性 43,000人 （＋19）

（ー27）
（ー8）

（ー8）世帯数 36,896世帯 
（　）内は前月からの増減

今月の内容Contents
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民生委員・児童委員のマーク
　幸せのシンボルである四つ
葉のクローバーの中に、民生
委員の「み」の文字と児童委員
を示す双葉を組み合わせ、平
和のシンボルの鳩をかたどっ
て、愛情と奉仕を表していま
す。

　
み
な
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
地
域
に
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
呼
ば
れ
る
方
々
が
い
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。

「
民
生
委
員
」は
、
民
生
委
員
法
に
基
づ
い
て
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

ま
た
、
す
べ
て
の
民
生
委
員
は
児
童
福
祉
法
に
よ
っ
て

「
児
童
委
員
」も
兼
ね
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　
社
会
福
祉
の
推
進
の
た
め
に
、
地
域
住
民
の
立
場
か

ら
福
祉
全
般
に
関
す
る
相
談
・
援
助
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
民
生
委
員
制
度
は
創
設
か
ら
１
０
０
年
以
上
の

歴
史
を
も
つ
制
度
で
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
地
域

住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
で
あ
り
、
支
援
を
必
要
と
す

る
住
民
と
行
政
や
専
門
機
関
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
を
務

め
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
パ
イ
プ
役
で
す
の
で
具
体
的

な
生
活
支
援
を
行
っ
た
り
、
金
銭
の
取
り
扱
い
を
伴
う

支
援
を
行
う
立
場
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

主
任
児
童
委
員
と
は

　
子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る
支
援
を
専
門
に
担
当
す

る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
す
。
特
定
の
担
当
地
区
は

な
く
、
地
区
担
当
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
連
携
・

協
力
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
児
童
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

あなたのそばに「民生委員・児童委員」

12 月 1日からの民生委員・児童委員および主任児童委員が決まりました

西野　勝子
沢田　裕子
髙江　久子
鈴木　明子
海谷　順子
江口　弘子
中西　洋子
伊藤　ルリ子
清水　壽美宏
岩室　寛
小林　典子
矢野　建市
平手　髙明
長谷川　和代
山田　眞利子
櫻井　真澄
村上　清美
小出　明
森　治世
伊藤　武子
中村　八重子
伊藤　一也
亀山　美津子
村田　美喜代
柴山　元一
江川　八寿美
石田　悦子
石橋　泰子
村瀬　昇

丹羽　千穗子
大野　栄子
島原　英子
兼松　冨美子
坂田　惠美子
杉浦　惠子
冨山　光子
西岡　充雄
遠田　知子
波多野　悦子
藤田　保子
柴田　忠利
鵜川　登
中村　広美
森川　一夫
杉浦　緑
谷口　公子
原山　良子
今村　麗子
岡島　貞夫
鈴村　小百合
亀川　登茂子
舟橋　千里
久具　美千代
渡邉　喜和枝
森　澄江

杉山　敬子
井上　忍
茶納　幸男
酒井　知子
茶納　茂
石黒　敏春
梶川　登喜男
小藤　嘉直子
犬飼　千代子
浅野　みち子
織田　裕子
平井　進
半谷　守弘
丸山　俊一
栗木　秀男
柴山　秋一
高桑　健一
山田　益江
近藤　みよし
菊谷　義一
三輪　啓子
古関　初江
桑原　利通
荘田　三士
加藤　秀子
藤原　明男
藤原　敎子
後藤　敏夫
栗木　道守

垣内　利子
向井　早苗
石原　康二
新川　あつみ
三輪　宮子
高柳　眞知子
村瀬　春雄
山田　理恵
日比野　信子
伊藤　雅樹
林　幸子
樋口　則男
大嶌　良治
山岸　信之
土屋　善次
髙井　陽子
　村　伸子

主任児童委員

𠮷田　あけみ
堀場　君惠
山田　桂子
菊谷　和美
鈴本　孝子
舟橋　智子

地　区 氏　名 地　区 氏　名 地　区 氏　名 地　区 氏　名
敬称略

氏　名地　区

若宮

熊之庄

鹿田

薬師寺

能田

井瀬木

二子

久地野

高田寺

片場

六ツ師

鍜治ケ一色

法成寺

北野

山之腰

宇福寺

中之郷

石橋

沖村

野崎
岡

加島

駅前

九之坪

犬井

全域

青野

西之保

西新町

弥勒寺

米野

徳重

鍜治ケ一色
県営住宅

特 

集

民生委員・児童委員に相談したいときは、社会福祉課　へお尋ねください。ご連絡先などを紹介します。
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多
胎
児
の
子
育
て
を
支
え
る

　
多
胎
児
支
援
事
業「
さ
く
ら
ん
ぼ
タ
イ
ム
」

は
、
東
・
西
地
区
２
か
所
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
で
交
互
に
月
１
回
行
っ
て
い
ま
す
。

双
子
や
三
つ
子
な
ど
多
胎
児
の
親
が
集
ま

り
、
親
同
士
の
情
報
交
換
の
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
訪
れ
る
親
子

に
や
さ
し
く
声
を
掛
け
た
り
抱
っ
こ
を
し
た

り
、
親
子
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
に
接

し
、
親
に
代
わ
っ
て
乳
児
に
関
わ
り
、
ホ
ッ

と
一
息
で
き
る
時
間
が
持
て
る
よ
う
に
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
大
野
栄
子
さ
ん

は「
多
胎
児
の
子
育
て
は
特
に
大
変
で
す
。

育
児
の
ス
ト
レ
ス
や
不
安
な
ど
、
悩
み
を
共

有
で
き
る
こ
の
よ
う
な
場
所
が
大
切
で
す

ね
。
外
出
し
づ
ら
く
孤
立
し
が
ち
な
多
胎
児

の
お
母
さ
ん
が
気
軽
に
利
用
で
き
、
こ
こ
で

親
同
士
友
だ
ち
に
な
っ
た
り
、
悩
み
や
不
安

が
和
ら
い
で
笑
顔
に
な
れ
る
と
う
れ
し
い
で

す
ね
」と
話
し
ま
す
。

問
合
せ
　
社
会
福
祉
課
　

●高齢の一人暮らしで心細
　いのですが
●災害時、自分の身は自分
　で守ると言われるけれど
　どうしたらいいですか

●毎日の介護に疲れた
●介護保険はどうやって使
　うの？

●障害者手帳の申請の仕方
　が分からないのですが
●配食サービスを利用した
　いのですが

●ひとり親で大変
●子どもが学校に行かなく
　なった

●初めての出産で不安
●産後の体調や子育て
　が心配

●隣の家の怒鳴り声と子ど
　もの泣き声がすごくて、
　通報すべきか迷います
●子どもをたたいてしまい
　そう

宮城県東松島市の防災倉庫を見学する民生委員・児童委員のみなさん

「さくらんぼタイム」を利用
するママからも「助かってい
ます」との声

民生委員・児童委員はあなたをネットワークで支えます！

地域のみなさんの心配ごとや悩みごとをお聞きし、問題が解決できるよう行政やさまざまな関係機関と
連携しネットワークで見守り支えます。誰もが安心して暮らせる地域づくりのお手伝いをしています。

民生委員・児童委員には守秘義務があり、相談したあなたの秘密は守られます。
安心してご相談ください。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

〜
地
域
の
人
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
〜

　
そ
れ
で
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

地
域
の
人
た
ち
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　地
域
で
高
齢
者
を
見
守
る

　
片
場
地
区
に
は
３
人
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
８
人
の
見
守
り
協
力
員
が
い
ま

す
。
見
守
り
協
力
員
は
、
地
域
の
高
齢
者

に
対
す
る
見
守
り
や
声
か
け
な
ど
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
数
日
見
か
け
な
い
、

家
に
電
気
が
点
い
て
い
な
い
な
ど
、
ち
ょ

っ
と
し
た
変
化
に
気
づ
く
と
、
地
区
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
へ
連
絡
し
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
と
っ
て
、
見

守
り
協
力
員
の
存
在
は
大
き
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
藤
田

保
子
さ
ん
は「
地
域
に
長
く
暮
ら
し
て
い
る

方
が
多
く
、
地
域
の
方
と
の
繋
が
り
も
深

く
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
情
報
が
得
ら
れ

ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
の
情
報
の
中
で
、

気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
行
政
や
関
係
機

関
に
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
助
か
っ

て
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
見
守
り
協
力
員
に
と
っ
て
の
民

生
委
員
に
つ
い
て
、
見
守
り
協
力
員
の
青

山
明
美
さ
ん
は「
頼
り
が
い
が
あ
る
存
在
。

何
か
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
連
絡
で
き
て
安
心

し
て
見
守
り
活
動
が
で
き
ま
す
」と
話
し
ま

す
。
協
力
員
の
中
に
は
、
15
年
以
上
活
動

を
続
け
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

　
地
域
の
協
力
員
と
民
生
委
員
と
の
連
携

が
あ
っ
て
こ
そ
の
活
動
だ
と
い
え
ま
す
。

　災
害
時
の
助
け
合
い
を
考
え
る

　
日
ご
ろ
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
の
ほ

か
、
災
害
時
に
地
域
の
一
人
暮
ら
し
の
方

な
ど
を
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
け
ば
よ

い
か
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
み
な
さ

ん
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
視
察
し
た

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
井
上
忍
さ
ん
は

次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

　「
最
近
の
地
震
・
台
風
に
よ
る
被
害
は
想

像
を
絶
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
の
地
縁
関
係
が
薄
れ
て
い
る
と
言

わ
れ
る
な
か
、
災
害
時
に
は
自
助
・
共
助

が
求
め
ら
れ
地
域
住
民
の
連
携
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
市
が
災
害
時
相
互
援
助
協

定
を
結
ぶ
宮
城
県
東
松
島
市
を
訪
問
し
、

市
の
人
口
の
３
分
の
２
に
当
た
る
人
々
の

３
日
間
分
の
備
蓄
品
を
保
管
す
る
中
央
倉

庫
で
は
丁
寧
な
説
明
を
お
聞
き
し
感
心
し

ま
し
た
。

　
災
害
発
生
前
後
に
民
生
委
員
・
児
童
委

員
は
、
自
主
防
災
会
や
町
内
会
と
連
携
し

災
害
時
要
援
護
者
の
支
援
な
ど
を
行
う
よ

う
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
災
害
発
生
時
に
備
え
、
具
体

的
な
行
動
に
結
び
つ
く
活
動
に
重
点
を
置

く
必
要
を
感
じ
ま
す
。」

北名古屋市
民生委員児童委員

協議会 地域包括
支援センター

地域の人々

社会福祉
協議会

保健所
保健センター

医療機関

福祉
事務所

市役所

学校・
保育所・
幼稚園

社会福祉
施設

消防
警察

自治会
町内会

こんな悩みや気になることはありませんか
民生委員・児童委員があなたの身近な相談相手になります

片場地区民生委員・児童委員と見守り協力員のみなさん

民生委員・児童委員　主任児童委員

暮らし 介　護 福祉サービス

子育て 妊娠・出産 虐　待

相談

見守り

助け
合い

支援
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12

日
４
月

10

」
間
週
権
人
「は
日

施　設

12月
業　務 26

木
27
金

28
土

29
日

30
月

31
火

1
水

2
木

3
金

4
土

5
日

6
月

1月

12 月
26
木

27
金

28
土

29
日

30
月

31
火

1
水

2
木

3
金

4
土

5
日

6
月

1月

年末年始の業務案内
　市の業務および各施設は、次の
とおり休業させていただきます。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理
解とご協力をお願いします。

◆ごみの収集　環境課
　12月 16日（ 月）～1月 10日（金 ）は、通常よりごみ量が多いことから、収集時間が遅くなるおそれがあります。
◆し尿のくみ取り　㈱アイホク　0587（66）2112　輪栄工業㈱ 　（23）0300　※地域によって業者が異なります。
◆きたバス、放置自転車の返還業務　防災交通課

◆証明書発行の取り扱い　お休みの期間は、住民票など証明書の発行ができません。必要な方は早めに手続きをしてください。
◆戸籍の届出の取り扱い　お休みの期間でも、出生、死亡、婚姻などの戸籍の届出は次のとおり受け付けます。
○西庁舎宿直室　24時間
○東庁舎宿直室　午前8時 30分～午後5時 15分（左記以外の時間は西庁舎宿直室へお越しください）
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市役所（東・西庁舎、東庁舎分館）

コミュニティーセンター（西庁舎）
保健センター
健康ドーム
健康ドーム子育て支援センター
児童センターきらり
児童館
東・西・南・北子育て支援センター
ファミリー・サポート・センター
あけぼのふれあい会館
陽だまりハウス
社会福祉協議会
総合福祉センターもえの丘
回想法センター・旧加藤家住宅
しあわせの家
ふれあいの家
憩いの家とくしげ
憩いの家さかえ荘
憩いの家さくら荘
憩いの家ふたば荘
教育支援センター「パレット」
文化勤労会館
東公民館
東・西図書館、歴史民俗資料館
総合体育館、総合運動広場

問合せ

加藤 知津子 様・大口 喜久子 様
　多年にわたり教育委員会委員として、地方自治の発展に貢献されました。

太田 鍵二 様
　多年にわたり体育協会会長を務められ、地域のスポーツ振興に貢献されました。
福岡 　近 様
　多年にわたり文化財保護審議会会長を務められ、文化財保護に貢献されました。
新居 　均 様・浅野 恒雄 様
　多年にわたる校医などの活動を通じ、保健行政に貢献されました。
山田 久倫 様
　多年にわたり消防団長を務められ、水火災などの防護に尽力されました。
菅　 信幸 様
　多年にわたる社会奉仕により、小学校児童の登校時における見守り活動を継続され、交通安全
環境の向上に尽力されています。
伊藤 良子 様
　福祉行政に格段のご理解を寄せられ、多額の私財を寄附されました。
北名古屋市知的障害者育成会 様
　長年のご尽力により、福祉行政のために多額の寄附をされました。

　各分野で行政の発展に尽力いただいた方の功績をたたえ、10 月 31 日に表彰式が行われました。

後列左から、北名古屋市知的障害者育成会様（酒井郁子様・副会長茲出五月様）、新居均様（代理新居朝子様）、伊藤良子様、太田鍵二様、山田久倫様
前列左から、北名古屋市知的障害者育成会様（会長前田洋子様）、菅信幸様、加藤知津子様、大口喜久子様、福岡　近様　※浅野恒雄様は欠席

市の功労者の方々に表彰状を贈呈市の功労者の方々に表彰状を贈呈
功績者表彰

自治功労者表彰

問合せ　人事秘書課

本紙折込みの「年末年始のごみ収集日」をご覧ください。
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※劣化により天井落下の恐れがあるため、利用を休止中
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令和元年度予算執行状況・平成３０年度決算状況令和元年度予算執行状況・平成３０年度決算状況
　市民のみなさんに市財政への理解と関心を深めていただくため、年２回財政状況を公表しています。令和
元年度上半期（平成31年 4月 1日～令和元年9月 30日）の予算の執行状況です。   　　　　 問合せ 財政課

令和元年度一般会計予算執行状況（平成 30 年度からの繰越し分を含む）

歳入

市債および市有財産の状況

令和元年度特別会計予算執行状況

市　債

土地取得特別会計
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計

北名古屋沖村西部土地区画整理事業特別会計
公共下水道事業特別会計

（平成 30 年度からの繰越し分を含む）

基　金
建　物

413 億 3,754 万円
47 億    473 万円
202,717.32 ㎡
492,004.85 ㎡

△13 億 2,457 万円
      0 円
0㎡

2,019.22 ㎡

426 億 6,211 万円
47 億    473 万円
202,717.32 ㎡
489,985.63 ㎡土　地

平成 31 年 4 月 1 日現在 令和元年 9 月 30 日現在平成31年 4月～令和元年 9月増減

1,400 万円
73 億 4,411 万円
11 億 6,945 万円
47 億 3,108 万円
15 億 8,532 万円
34 億 9,329 万円

0 円
28 億 6,179 万円
3 億 8,321 万円
19 億 8,920 万円
7 億 7,028 万円
8 億 1,947 万円

701万円
28 億 4,826 万円
2 億 3,121 万円
18 億 8,992 万円
2 億    922 万円
6 億 7,588 万円

予算現額 収入済額 支出済額

（特別会計含む）

歳出
予算現額

300 億 1,918 万円

歳入 市　税

国庫支出金
市　債

県支出金

地方交付税

繰入金

地方消費税交付金

諸収入

その他

■予算現額
■収入済額
％は収入率

■予算現額
■支出済額
％は執行率

歳出

48.3%

48.9%

43.5%

29.2%

66.3%

20.4%

40.0%

35.0%

38.4%

9 億 4,860 万円
4 億 5,856 万円 ……消防・災害対策などの経費

24 億 3,817 万円
11 億 9,113 万円 ……市が借りたお金の元利償還金などを支払うための経費

……市役所の管理、徴税、選挙事務、コンピュータの管理などの経費

28 億 3,674 万円
8 億 2,756 万円 ……道路、河川の整備や管理などの経費

33 億     49 万円
13 億 1,973 万円 ……各種健診、予防接種、保健センターの運営、ごみ・し尿処理などの経費

33 億 2,144 万円
11 億 6,183 万円 ……小・中学校、図書館、スポーツ施設の運営などの経費

126 億 2,425 万円
48 億 5,289 万円

……お年寄りや障害のある方への扶助、生活保護、保育園の運
　　営などの経費

26 億 3,678 万円
17 億 4,885 万円 ……分担金及び負担金、繰越金、使用料及び手数料など

12 億 5,721 万円
2 億 5,615 万円

56.9%
14 億 9,000 万円
8 億 4,745 万円

68.6%
16 億 1,970 万円
11 億 1,039 万円

0.0%
17 億    895 万円

0 円

14.0%
18 億 6,719 万円
2 億 6,200 万円

0.0%
24 億    820 万円

0 円

37.5%
35 億 8,835 万円
13 億 4,711 万円

69.2%
134 億 4,280 万円
93 億    715 万円

……延滞金・預金利子・雑入など、いずれの収入科目にも
　　組み入れないもの

……地方消費税の一部を財源として、県が人口と従業者数で按分し、市に対して
　　交付するお金

……一定水準の行政サービスを提供できるよう国税から地方に配分される交付金

……他の特別会計や基金と相互に資金運用するため繰り入れたお金

……特定事業に対し県から支出される負担金・補助金

……施設の建設などで一度に多額の費用が必要な場合、市が借りるお金

……特定事業に対し国から支出される負担金・補助金

……市民税・固定資産税など法人や市民のみなさんが納
　　める税金

消防費

21.5%
18 億 9,539 万円
4 億   706 万円 ……議会費、農林水産費、諸支出金、労働費、予備費などその他

公債費

総務費

土木費

衛生費

教育費

民生費

収入済額 148 億 7,910 万円
収入率 49.6%

支出済額 113 億 7,454 万円
執行率　37.9%

平成 30 年度　市債の状況

平成 30 年度　基金の状況

区　分

区　分 基金の内容 29年度末現在高 取崩額 積立額 30年度末現在高

29年度末現在高 借入額 償還額
1 億 1,194 万円
1億 1,090 万円

599万円
2億 4,692 万円

200万円
5億 6,939 万円
8億 1,277 万円

9,764 万円
3,459 万円

5億 8,688 万円
3億 5,960 万円
29億 3,862 万円

25億   566 万円
21億 7,476 万円

5,978 万円
45億    969 万円
1億 6,850 万円
86億 2,331 万円
113億 6,030 万円
3億 1,686 万円
5億 2,256 万円
1億   944 万円

123億 1,125 万円
426億 6,211 万円

7,310 万円
7,960 万円

10億 1,780 万円
6,440 万円

4億 8,770 万円
15億 7,710 万円

10億 1,315 万円
43億 1,285 万円

25億 4,450 万円
22億   606 万円

6,577 万円
37億 3,881 万円
1億    610 万円
87億    500 万円
105億 9,597 万円
4億 1,450 万円
5億 5,715 万円
6億 9,632 万円

116億 5,770 万円
412億 8,788 万円

30 年度末現在高
総務債
民生債
農林水産債
土木債
消防債
教育債

臨時財政対策債
減税補てん債
減収補てん債
土地取得

公共下水道事業

5 億   650 万円 23億 4,875 万円－18億 4,225 万円財政調整基金 年度間の財源の不均衡を
調整

1億 2,369 万円 14億 7,761 万円2億 7,384 万円16億 2,776 万円特定目的基金 公共施設建設整備、
駅および駅周辺整備など

1億 2,595 万円 8億 7,837 万円3億   185 万円10億 5,427 万円特別会計基金 国民健康保険事業財政調整
基金、介護給付準備基金

7億 5,614 万円 47億   473 万円5億 7,569 万円45億 2,428 万円合　計

合　計

一
般
会
計

特
別

会
計

一般会計
歳入総額

一般会計
歳出総額

287 億
3,607 万円

277億
8,614 万円

民生費
112億
3,749 万円

土木費
32億 3,117 万円

衛生費
30億 2,494 万円

教育費
31億 7,329 万円

総務費
25億 6,621 万円

公債費
21億 2,819 万円

国庫支出金
29億 5,018 万円

市税
136億
5,359 万円

その他
14億 3,086 万円

消防費
9億 9,399 万円

県支出金
16億 6,679 万円

市債
32億 9,970 万円

地方交付金
16億 4,029 万円

繰越金
6億 4,454 万円

地方消費税交付金
15億 3,004 万円

その他
23億 8,432 万円諸収入

9億 6,662 万円

平成 30 年度 決算の状況
会計名称／区分

土地取得
国民健康保険
後期高齢者医療

公共下水道事業

介護保険
北名古屋沖村西部
土地区画整理事業

一般会計 287 億 3,607 万円 277 億 8,614 万円
5 億 8,800 万円
78 億 6,378 万円
10 億 7,186 万円
45 億 3,192 万円
6 億 8,615 万円

5 億 8,800 万円
79 億 5,487 万円
10 億 7,931 万円
46 億 7,826 万円
13 億 8,650 万円
30 億 4,295 万円 28 億 3,326 万円

特
別
会
計

歳　入 歳　出

一般会計における市民1人あたりの状況　平成31年3月31日現在の人口　86,001人で計算　
市税負担 市民税・固定資産税など・・・158,761円　　歳出・・・323,091円

平成 30年度健全化判断比率・資金不足比率
健全化判断比率

資金不足比率

公共下水道事業特別会計 －
平成30年度

－

実質赤字比率
平成 30年度 平成 29年度

平成29年度

－ －
－ －

6.8%
3.4% 3.1%

12.4%

連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率

（備考　地方公営企業法非適用企業会計、赤字額がない場合は「－」と記載）
※北名古屋沖村西部土地区画整理事業特別会計は、平成 30年度から地方
　公営企業法非適用企業会計

26 億 5,410 万円
11 億 5,578 万円

　平成 30 年度の一般会計は、歳入額が 287 億 3,607 万円、歳出額が 277 億 8,614 万円で、翌年度に繰
り越す財源 340 万円を除いた額は 9 億 4,653 万円の黒字決算となりました。歳入では市税収入が最も多
く、全体の 47.5% を占めています。歳出では、高齢者や子どもなどへの福祉施策に係る経費の民生費が全
体の 40.4% を占めています。

平成 30 年度決算状況

北名古屋沖村西部土地区画
整理事業特別会計

－

－

－
－

－
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　「まちづくりに貢献したい」という熱い気持ちに満ちあふれた方を募集します。
　試験の詳細（受験資格、申込み方法など）は、採用案内でご確認ください。採
用案内は、人事秘書課　、総合案内　・　で配布するほか、市ホームページか
らもダウンロードできます。

　令和２・３年度中に市が発注する建設工事、設計・測量・建設コンサルタント、物品供給・役務の提供
等にかかる入札（見積）参加資格申請の定時受付を行います。
受付方法　あいち電子自治体推進協議会ホームページから申請してください。
受付期間　令和２年１月６日（月）～２月 17 日（月）（土・日・祝日は除く）午前８時～午後８時
※可能な限り１月中に申請してください。

建設工事、設計・測量・建設コンサルタント
　あいち電子調達共同システム（ＣＡＬＳ／ＥＣ）
　　https://www.chotatsu.e-aichi.jp/portal/index.jsp
物品供給・役務の提供等
　あいち電子調達共同システム（物品等）
　　http://www.buppin.e-aichi.jp/

窓口での申請について
　窓口での申請を、令和 2・3年度も引き続き行います。会社やご自宅にインターネット環境のある方は今
回の申請から電子申請に移行していただきますようお願いします。
対　象　物品供給・役務の提供等
受付期間　令和２年１月 20日（月）～ 24日（金）午前９時～午後４時（正午～午後１時を除く）
受付・申請書配布場所　財政課　
※郵送での受付は行いません。窓口で申請した場合は、電子入札に参加できませんのでご注意ください。

　将来の地域を担う若者に、北名古屋市の未来について考えてもらう「きた♥なごや未来会議」
を開催します。会議では、市の将来の姿を表す「未来カルテ」を用いてグループで話し合い、
2040 年の未来市長として、政策提言を行います。

と　き　令和２年２月 15日（土）午前９時 30分～午後４時 30分
ところ　市役所西庁舎　大会議室
対　象　市内在住・在学・在勤の高校生、大学生、20代の社会人
　　　　※ご参加いただいた方には、粗品および参加証明書をお渡しします。
定　員　30人（先着順）
申込み　下記①～④を明記のうえ、令和２年１月 10 日（金）までにＥメール　
　　　　　somu@city.kitanagoya.lg.jp、ファクス　（25）1800 または郵
　　　　送で総務課へ。
　　　　①氏名（ふりがな）
　　　　②生年月日
　　　　③住所
　　　　④電話番号

　
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見
や
提
案
を
募
集
す
る
た

め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
公
募
手
続
き
）を
実
施

し
ま
す
。

地
域
防
災
計
画（
案
）

　
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
、
国
の
防
災
基
本
計
画
お
よ
び
愛
知
県
地

域
防
災
計
画
な
ど
の
修
正
、
水
防
法
の
改
正
な
ど
を
踏
ま

え
、
現
行
の
地
域
防
災
計
画
の
修
正
案
を
取
り
ま
と
め
ま

し
た
。

と
　き
　
12
月
５
日（
木
）〜
令
和
２
年
１
月
３
日（
金
）午

　
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分（
市
役
所
閉
庁
日
は
除

　
く
）

と
こ
ろ
　
市
役
所
情
報
コ
ー
ナ
ー
　
　
、

　
防
災
交
通
課
　
窓
口（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
）

問
合
せ
　
防
災
交
通
課

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
お
よ
び

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画（
案
）

　
本
市
に
お
け
る
、
廃
棄
物
の
処
理
な
ど
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
現
行
の
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
を
改
正
し
、

あ
わ
せ
て
災
害
時
に
お
け
る
災
害
廃
棄
物
処
理
に
向
け
た

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
の
案
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

と
　き
　
12
月
９
日（
月
）〜
令
和
２
年
１
月
７
日（
火
）午

　
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分（
市
役
所
閉
庁
日
は
除

　
く
）

と
こ
ろ
　
市
役
所
情
報
コ
ー
ナ
ー
　
　
、

　
環
境
課
　
窓
口（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
）

問
合
せ
　
環
境
課

小規模修繕工事等受注希望者登録制度・小規模物品等受注希望者登録制度
　令和２・３年度中に市が発注する 30 万円未満の修繕工事または 10 万円未満の物品の購入や業務委託な
どについての受注希望者の登録の定時受付を行います。
対象者　市内に主たる事業所または住所を有する方で、入札（見積）参加資格申請を提出する予定のない方
受付期間　令和２年１月 20 日（月）～24 日（金）午前９時～午後４時（正午～午後１時を除く）
受付・申請書配布場所　財政課
※郵送での受付は行いません。入札（見積）参加資格申請を提出し、北名古屋市競争入札等参加資格者名　
　簿に登録されている方は申請できませんのでご注意ください。
問合せ　財政課

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施

令和２年４月採用
北名古屋市職員募集

きた♥なご
や

未来会議
参加者
募集

入札（見積）参加資格申請

小規模受注希望者登録制度

試験日　１次：令和 2年１月 11日（土）、２次：１月下旬～２月上旬、３次：２月中旬
試験会場　北名古屋市役所　西庁舎
申込期間　12月２日（月）～ 13日（金）
問合せ　人事秘書課

面接試験

面接試験

面接試験

面接試験事務職（経験者）

教養試験、
作文試験、適性検査

社会人基礎試験、
作文試験、適性検査

①平成元年４月２日以降に生まれた方
②大卒・短大卒（見込み含む）の方

①昭和５４年４月２日以降に生まれた方
②地方公共団体等での職務経験が５年以上ある方

事務職（一般）

受験資格（概要）
受験資格
試験内容

試験区分 ２次1次 ３次
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助

旧
加
藤
邸
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2
0
1
9

　 〈

記
憶
の
庭
で
遊
ぶ
〉

就
学
援
助
　新
入
学
学
用
品
費
を
入
学
前
に
支
給
し
ま
す

　
12
月
27
日（
金
）ま
で
に
、
学
校
教
育
課

　（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
、

　
土
・　
日
・
祝
日
を
除
く
）へ
。

○
新
中
学
校
１
年
生
　

　
12
月
27
日（
金
）ま
で
に
、
在
学
す
る
小

　
学
校
、
ま
た
は
学
校
教
育
課（
午
前
８

　
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
、土
・日
・
祝

　
日
を
除
く
）へ
。

※

現
在
、
小
学
校
６
年
生
で
就
学
援
助
の

　
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
申
請
不
要
で

　
す
。
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
で
新
入
学

　
学
用
品
費
の
入
学
前
支
給
を
受
け
る
た

　
め
に
は
、期
限
ま
で
に
申
請
が
必
要
で
す

　（
市
内
の
小
学
校
に
在
籍
し
て
い
な
い

　
場
合
は
、
学
校
教
育
課
へ
申
請
し
て
く

　
だ
さ
い
）。

支
給
日
　
３
月
上
旬
予
定

問
合
せ
　
学
校
教
育
課

　
10
月
15
日（
火
）〜
令
和
２
年
１
月
31
日

（
金
）（
10
月
14
日
以
前
は
対
象
外
）に
接
種

さ
れ
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ

い
て
補
助
し
ま
す
。

子
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

対
　象
　
１
歳
〜
中
学
３
年
生
の
方

補
助
金
額
　
接
種
１
回
当
た
り
１
０
０
０

　
円
を
補
助
。
１
歳
〜
13
歳
未
満
は
２
回

　
ま
で
。
13
歳
〜
中
学
３
年
生
は
１
回
の

　
み
。

実
施
方
法
　

①
　指
定
医
療
機
関
で
接
種

　
接
種
費
用
か
ら
１
０
０
０
円
を
控
除
さ

れ
た
自
己
負
担
額
が
請
求
さ
れ
ま
す
。

※

指
定
医
療
機
関
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
ま
た
は
、
広
報
４
月
号
折
込
み
の「
2

　

0
1
9
年
度
保
健
セ
ン
タ
ー
日
程
表
」

　
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

②
　指
定
医
療
機
関
以
外
で
接
種

　
接
種
後
に
左
記
の
書
類
を
持
参
の
う

え
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

○
必
要
書
類
　
申
請
書（
保
健
セ
ン
タ
ー

　
に
あ
り
ま
す
）、
領
収
書（
イ
ン
フ
ル
エ

　
ン
ザ
と
明
記
の
も
の
）、
振
込
先
の
口

　
座
番
号
の
わ
か
る
も
の（
貯
金
通
帳
な

　
ど
）、
印
か
ん

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

対
　象
　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
。

　
60
歳
〜
65
歳
未
満
で
心
臓
、
じ
ん
臓
、

　
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
障
害
・
ヒ
ト

　
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機

　
能
障
害（
い
ず
れ
も
身
体
障
害
者
手
帳

　
１
級
相
当
の
障
害
）を
有
す
る
方

自
己
負
担
額
　
１
０
０
０
円
　

補
助
回
数
　
１
回

実
施
方
法

①
　指
定
医
療
機
関
で
接
種

　
事
前
に
指
定
医
療
機
関
に
予
約
し
、
医

療
機
関
で「
説
明
書
」と「
予
診
票
」を
お
受

け
取
り
の
う
え
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

②
　県
広
域
予
防
接
種
事
業
の
協
力
医
療

機
関
で
接
種

　
指
定
医
療
機
関
以
外
で
、
広
域
予
防
接

種
協
力
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合
は
、

接
種
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
申
込
み
、「
連

絡
票
」と「
予
診
票
」を
受
け
取
っ
た
後
に
、

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

③
　①
②
以
外
の
医
療
機
関
で
接
種

　
接
種
後
に
左
記
の
書
類
を
持
参
の
う

え
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

○
必
要
書
類
　
申
請
書（
保
健
セ
ン
タ
ー

　
に
あ
り
ま
す
）、
領
収
書（
イ
ン
フ
ル
エ

　
ン
ザ
と
明
記
の
も
の
）、
医
療
機
関
で

　
使
用
し
た
予
診
票（
コ
ピ
ー
可
）、
振
込

　
先
の
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の（
貯
金

　
通
帳
な
ど
）、
印
か
ん

問
合
せ
　
接
種
す
る
医
療
機
関
ま
た
は
保

　
健
セ
ン
タ
ー

　
明
治
時
代
に
建
て
ら
れ
た
国
登
録
有
形

文
化
財「
旧
加
藤
家
住
宅
」の
建
物
や
庭
を

舞
台
に
名
古
屋
芸
術
大
学
の
学
生
・
卒
業

生
に
よ
る
ア
ー
ト
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

芸
術
を
探
求
す
る
学
生
や
卒
業
生
が「
記

憶｣

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
、
旧
加
藤
家

住
宅
と
い
う
場
か
ら
触
発
さ
れ
た
発
想
や

イ
メ
ー
ジ
が
、
ど
の
よ
う
な
造
形
と
な
っ

て
こ
の
場
の
記
憶
を
新
た
に
す
る
か
を
目

的
と
し
た
展
覧
会
で
す
。

と
　き
　
12
月
８
日（
日
）ま
で
　
午
前
10

　
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ 

国
登
録
有
形
文
化
財「
旧
加
藤
家

　
住
宅
」

入
場
料
　
無
料

問
合
せ
　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
申
請
時
点
で
夫
ま
た
は
妻
の
住
民
票
が

本
市
に
あ
り
、
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
を
対
象
に
一
般
不
妊
治
療
を
助
成
し

ま
す
。

対
象
期
間
　
平
成
31
年
３
月
１
日
〜
令
和

　
２
年
２
月
末
日
の
診
療
分
に
つ
い
て

※

１
回
の
妊
娠
で
、
継
続
し
て
い
る
治
療

　
に
申
請
可
能（
最
長
24
か
月
間
）

助
成
額
　
自
己
負
担
額
の
２
分
の
１（
１

　
年
度
に
つ
き
５
万
円
上
限
。
１
０
０
０

　
円
未
満
は
切
り
捨
て
）

申
請
期
日
　
令
和
２
年
３
月
31
日（
火
）ま

　
で

必
要
書
類
　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
配
布
ま
た

　
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
。

○
一
般
不
妊
治
療
費
助
成
金
交
付
申
請
書

○
一
般
不
妊
治
療
受
診
等
証
明
書

○
申
請
す
る
治
療
に
係
る
領
収
書

○
同
意
書（
夫
婦
で
住
所
が
異
な
る
・
同

　
意
書
を
提
出
で
き
な
い
場
合
は
、「
婚
姻

　
の
事
実
を
証
明
す
る
書
類（
戸
籍
謄

　
本
）」、「
住
民
票
」、「
夫
お
よ
び
妻
の
所

　
得
額
を
証
明
す
る
書
類（
所
得
証
明

　
書
）」が
必
要
）

※

助
成
対
象
年
度
の
前
年
度
１
月
１
日

　
に
、
本
市
に
住
民
登
録
が
無
い
場
合
は

　
夫
お
よ
び
妻
の
所
得
額
を
証
明
す
る
書

　
類
が
必
要

○
印
か
ん

※

対
象
と
な
る
検
査
、
治
療
項
目
な
ど
の

　
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
保
健

　
セ
ン
タ
ー
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

文
化
協
会
自
主
事
業

毒
蝮
三
太
夫
文
化
講
演
会
＋
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
四
重
奏

一
般
不
妊
治
療
費
を
助
成
し
ま
す

　
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
の
防
止
を
目
的
と

す
る
改
正
健
康
増
進
法
で
、
学
校
・
病

院
・
官
公
庁
な
ど
は
令
和
元
年
７
月
１
日

か
ら
原
則
敷
地
内
禁
煙
に
な
り
ま
し
た
。

　
飲
食
店
・
事
業
所
な
ど
で
は
令
和
２
年

４
月
１
日
か
ら
原
則
屋
内
禁
煙
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
す
。

　
新
し
い
制
度
に
適
切
に
対
応
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
　き
　
12
月
26
日（
木
）午
後
２
時
〜
４

　
時

と
こ
ろ
　
文
化
勤
労
会
館
小
ホ
ー
ル

対
　象
　県
内
の
飲
食
店
、
事
業
所
な
ど

主
　催
　
県
保
健
医
療
局
健
康
医
務
部
健

　
康
対
策
課

申
込
み
　県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
み
。

　https://w
w
w
.pref.aichi.jp/sosh

iki/kenkotaisaku/zyudo-kitsuen-
setsum

eikai.htm
l

問
合
せ
　

　
清
須
保
健
所
　
０

５
２（
４
０
１
）２
１

０
０

飲
食
店
・
事
業
所
に
お
け
る
受
動
喫
煙
対
策
説
明
会

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
40
歳
以
上

の
方
に
は
、
５
月
下
旬
に
ご
案
内
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
特
定
健
診
は
12
月
末
ま
で

で
す
。
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
ぜ
ひ
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
が
ん
検
診
は
、
令
和

２
年
２
月
末
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら
、
集
団
健
診
と
、
個
別
健

診（
医
療
機
関
）の
料
金
が
同
じ
に
な
り
ま

し
た
。
集
団
健
診
の
申
込
み
に
間
に
合
わ

な
か
っ
た
方
も
、
医
療
機
関
で
の
受
診
を

ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
期
限
間
近
は
医
療
機
関
が
混
み
合
い
、

希
望
の
予
約
が
取
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
の
受
診
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

問
合
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
は
お
済
み
で
す
か

　
お
子
さ
ん
の
就
学
の
た
め
に
経
済
的
な
援

助
を
必
要
と
す
る
保
護
者
の
方
に
対
し
、

新
入
学
学
用
品（
ラ
ン
ド
セ
ル
や
制
服
な
ど

の
学
用
品
）を
購
入
す
る
費
用
の
一
部
を
入

学
前
に
支
給
し
ま
す
。

対
　象
　
令
和
２
年
度
に
市
内
小
中
学
校

　
に
入
学
予
定
の
お
子
さ
ん
の
保
護
者

　
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

○
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
の
停
止
ま

　
た
は
廃
止

○
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

○
市
民
税
の
非
課
税
・
減
免

○
国
民
年
金
の
掛
金
の
全
額
免
除

○
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

○
そ
の
他
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
と
教

　
育
委
員
会
が
認
め
た
も
の

申
請
書
配
布
場
所
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

　
学
校
教
育
課
　

申
請
方
法

○
新
小
学
校
１
年
生
　

と
　き
　
令
和
２
年
２
月
16
日（
日
）午
　

　
後
１
時
30
分
〜（
開
場
：
午
後
０
時
45

　
分
）

と
こ
ろ
　
文
化
勤
労
会
館
大
ホ
ー
ル

出
　演
　
毒
蝮
三
太
夫
ほ
か

入
場
料
　
1
5
0
0
円（
全
席
自
由
）

入
場
券
販
売
　
生
涯
学
習
課
　
、
文
化
勤

　
労
会
館
、
東
公
民
館
で
販
売
し
て
い
ま

　
す
。

問
合
せ
　
東
公
民
館

▲2017 年開催時の作品
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平
和
夏
ま
つ
り
実
行
委
員

　
市
民
が
手
づ
く
り
で
行
う「
平
和
夏
ま

つ
り
」の
企
画
・
運
営
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
あ
な

た
の
ア
イ
デ
ア
、
あ
な
た
の
力
で
一
緒
に

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格
　
市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学

　
の
18
歳
以
上
の
方
で
、
実
行
委
員
会
な

　
ど
の
会
議（
平
日
の
午
後
７
時
以
降
２

　
時
間
程
度
・
随
時
開
催
）に
出
席
可
能

　
で
、
ま
つ
り
当
日（
令
和
２
年
８
月
１

　
日
・
２
日
の
予
定
）の
運
営
に
携
わ
っ

　
て
い
た
だ
け
る
方

委
員
の
声
　
た
く
さ
ん
の
方
か
ら「
楽
し

　
か
っ
た
」と
喜
び
の
声
を
頂
き
、
と
て

　
も
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。
一
緒
に
ま

　
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！

 

夏
ま
つ
り
お
ど
り
隊

　
盆
踊
り
を
盛
り
上
げ
る
た
め「
夏
ま
つ

り
お
ど
り
隊
」を
結
成
し
ま
す
。
夏
ま

つ
り
当
日
に
や
ぐ
ら
の
上
や
そ
の
周
り
で

盆
踊
り
を
し
た
り
、
地
域
の
お
祭
り
に
積

極
的
に
参
加
し
て
、
盆
踊
り
の
輪
を
広
げ

る
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
参
加
者

の
見
本
と
な
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
中
学
生
以
上
で
、
夏
ま
つ
り

　
や
盆
踊
り
の
運
営
に
協
力
を
し
て
い
た

　
だ
け
る
方

申
込
み
　
12
月
25
日（
水
）ま
で
に
平
和
夏

　
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局（
市
民
活

　
動
推
進
課
　
内
）へ
。

便
利
な
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
市
で
は「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」を
利

用
し
て
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
が
全
国
の

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
取
得
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
必
要
な
も
の

　
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
付
き
の

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」、「
暗
証
番
号
」

取
得
で
き
る
証
明

【
北
名
古
屋
市
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い

る
方
】

・
住
民
票
の
写
し

・
印
鑑
登
録
証
明
書（
印
鑑
登
録
が
済
ん

　で
い
る
方
の
み
）

【
本
籍
が
北
名
古
屋
市
の
方
】

・
全
部
事
項
証
明
書（
戸
籍
謄
本
）

・
個
人
事
項
証
明
書（
戸
籍
抄
本
）

・
戸
籍
の
附
票
の
写
し

利
用
可
能
店

　
全
国
の
多
機
能
端
末
機（
マ
ル
チ
コ
ピ

ー
機
）が
設
置
さ
れ
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
な
ど

利
用
で
き
る
時
間

　
午
前
６
時
30
分
〜
午
後
11
時

※

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
を
除
く
。
た
だ
し
店

　
舗
の
営
業
日
、
営
業
時
間
に
限
る
。

問
合
せ
　
市
民
課
　
・
　

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」取
得
方
法

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
申
請
か
ら
受

け
取
り
ま
で
１
か
月
程
度
か
か
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
申
請
が
増
加
し
た
場
合
は
、

受
け
取
り
ま
で
の
日
数
が
多
く
か
か
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
早
め
の

手
続
き
を
お
勧
め
し
ま
す
。

申
請

　
郵
送
、
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
申
請
が
で
き
ま
す
。

案
内

　
申
請
を
し
て
か
ら
約
１
か
月
後
に
、
交

付
場
所
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る「
個
人
番

号
カ
ー
ド
交
付
・
電
子
証
明
書
発
行
通
知

書
兼
照
会
書
」（
は
が
き
）が
ご
自
宅
に
届

き
ま
す
。

受
け
取
り
時
の
必
要
書
類

・
通
知
カ
ー
ド

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
・
電
子
証
明
書

　
発
行
通
知
書
兼
照
会
書（
は
が
き
）

・
本
人
確
認
書
類

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方

　
の
み
）

※

市
民
課
窓
口
で
必
ず
本
人
が
受
け
取
っ

　
て
く
だ
さ
い
。
暗
証
番
号
を
設
定
す
る

　
た
め
あ
ら
か
じ
め
考
え
て
お
い
て
く
だ

　
さ
い
。

問
合
せ
　
市
民
課
　
・
　

平
和
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
・
夏
ま
つ
り
お
ど
り
隊
募
集

確
定
申
告
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
と
き
の
ご
注
意

　
令
和
元
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
で

医
療
費
控
除
を
受
け
る
と
き
、
申
告
書
に

医
療
機
関
で
の
領
収
書
を
添
付
し
て
税
務

署
へ
提
出（
郵
送
な
ど
）す
る
と
、
国
民
健

康
保
険
の
高
額
療
養
費
の
申
請
時
に
領
収

書
を
確
認
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、
確
定
申

告
の
前
に
高
額
療
養
費
の
申
請
を
す
る

か
、
確
定
申
告
時
に
領
収
書
の
返
還
を
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
特
に
10
〜
12
月
に
受
診
し
た
分
の
高
額

療
養
費
の
申
請
の
案
内
が
、
確
定
申
告
の

時
期
と
重
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
　
国
保
医
療
課

家屋の改修工事に伴う固定資産税の減額について

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１

月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、

現
況
の
所
有
者
な
ど
に
課
せ

ら
れ
ま
す
。

　
今
年
12
月
31
日
ま
で
に
家

屋
を
全
部
ま
た
は
一
部
取
り

壊
し
た
場
合
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
家
屋
を
取
り
壊
す

と
、
翌
年
度
に
そ
の
土
地
の

税
額
が
上
が
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
合
せ
　
税
務
課

家
屋
を
取
り
壊
し
た

場
合
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い

　耐震改修工事を行った住宅が、次の要件をすべて満たす場合、居住部分（床面積が 1戸当たり 120 ㎡まで）に
かかる翌年度分の固定資産税の 2分の 1（長期優良住宅の認定を受けて耐震改修工事を行った場合は 3分の 2）を
減額します。

1　平成 31年 1月 2日～令和 2年 3月 31日に耐震改修工事が完了した住宅
2　昭和 57年 1月 1日以前に建築された専用住宅、共同住宅、併用住宅（居住部分の割合が 2分の 1以上
　　あること）であること
3　耐震改修工事費用の自己負担額が 50万円を超える改修工事であること
　  ※国・地方公共団体から補助金などを受けている場合は、その金額を改修工事費から控除します。
4　北名古屋市・建築士・指定確認検査機関などから証明を受けていること

耐震改修工事を行った住宅

省エネ改修工事を行った住宅

バリアフリー改修工事を行った住宅

要件

　省エネ改修工事を行った住宅が、次の要件をすべて満たす場合、居住部分（床面積が 1戸当たり 120 ㎡まで）
にかかる翌年度分の固定資産税の 3分の 1（長期優良住宅の認定を受けて省エネ改修工事を行った場合は 3分の
2）を減額します。

1　平成 31年 1月 2日～令和 2年 3月 31日に省エネ改修工事が完了した住宅
2　平成 20年 1月 1日以前に建築された住宅（賃貸住宅を除く）で、省エネ改修後の住宅の床面積が 50㎡
　　以上 280 ㎡以下であること
3　次の省エネ改修工事費用の自己負担額が 50万円を超えていること
　　※国・地方公共団体から補助金などを受けている場合は、その金額を改修工事費から控除します。
　　①窓の改修工事（二重サッシ化、複層ガラス窓へ変更）【必須】
　　②上記工事と併せて行う床・天井・壁の断熱改修工事
4　建築士・指定確認検査機関などから証明を受けていること

要件

　バリアフリー改修工事を行った住宅が、次の要件をすべて満たす場合、居住部分（床面積が 1戸当たり 100 ㎡
まで）にかかる翌年度分の固定資産税の 3分の 1を減額します。

1　平成 31年 1月 2日～令和 2年 3月 31日にバリアフリー改修工事が完了した住宅
2　新築された日から 10年以上経過した住宅（賃貸住宅を除く）で、バリアフリー改修工事後の住宅の床面
　　積が 50㎡以上 280 ㎡以下であること
3　次のいずれかの方が居住している住宅
　　①65歳以上の方　②要介護認定または要支援認定を受けている方　③障害者手帳をお持ちの方
4　次のバリアフリー改修工事費用の自己負担額が 50万円を超えていること
　  ※国・地方公共団体から補助金などを受けている場合は、その金額を改修工事費から控除します。
　　①廊下の拡幅　②階段の勾配の緩和　③浴室・トイレの改良　④手すりの設置　⑤床の段差の解消
　　⑥ドアの引戸への取り替え　⑦床表面の滑り止め化

要件

省エネ改修工事とバリアフリー
改修工事の減額は、
同時適用することができますが、
耐震改修工事とその他の改修工事の
減額は、同時適用
できません。

　家屋の改修工事を行った場合、以下のとおり固定資産税（都市計画税は含みません）が減額されます。いずれの
場合も、改修工事が完了した日から 3か月以内に必要書類を添付し申告してください。詳細については市ホーム
ページをご覧いただくか、税務課　にお問い合わせください。
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12 今月のカレンダー
2019
DecemberDecember

市役所 年末年始閉庁日市役所 年末年始閉庁日市役所 年末年始閉庁日市役所 年末年始閉庁日

　振替ができるよう預貯金
額の確認をお願いします。

➡は掲載ページ、○内の数字は前月以前の掲載月号を表します。催し ★　　講座 ▲　　相談 ■

▲飲食店・事業所向け
　受動喫煙対策説明会➡ P.13
■行政相談➡Ｐ.29

 ■アルコール等専門相談➡Ｐ.29

★師勝少年少女合唱団定期演奏会
　➡Ｐ.22

★名芸大フィルハーモニー管弦
　楽団演奏会➡⑪P.15

■成年後見制度無料相談➡P.29
■税の無料相談➡⑪P.29

★西春日井地域「福祉の店」
　➡ P.23

★杜のかけはし➡ P.22
★愛知駅伝➡⑪P.9

▲うつ病家族教室➡⑪P.23★名古屋芸術大学　Earth Echo
　電子オルガン定期演奏会➡Ｐ.22
★総合体育館インストラクター
　指導➡Ｐ.23

★総合体育館インストラクター
　指導➡Ｐ.23
★市民音楽祭➡⑪P.7
★市民囲碁・将棋大会➡⑪P.7

★赤ちゃんタイム➡ P.19
★名古屋芸術大学
　室内楽の夕べ2019➡Ｐ.22
★総合体育館　体力測定➡Ｐ.23

★もえの丘　青空市場➡Ｐ.23
★ひよこサークル➡⑪P.23
▲パパママ教室➡⑪P.23

▲パパママ教室➡⑪P.23

★西春日井地域「福祉の店」
　➡ P.23

★プレママタイム➡ P.19
★はじめましての会➡ P.19
★いきいき健康クラブ定例会
　➡Ｐ.22
★総合体育館インストラクター
　指導➡P.23
■職業適性検査・就職相談➡Ｐ.29

★クローバーの日➡ P.23
★総合体育館インストラクター
　指導➡ P.23

★西春日井地域「福祉の店」
　➡Ｐ.23

★ほっとひといきリフレッシュ
　➡Ｐ.22
★西春日井地域「福祉の店」
　➡P.23
★総合体育館インストラクター
　指導➡Ｐ.23
▲離乳食講習会（入門編）➡Ｐ.23

★寿大学➡Ｐ.22
★西春日井地域「福祉の店」
　➡Ｐ.23

▲国際理解講座➡Ｐ.24

★さくらんぼタイム➡ P.19
★西図書館クリスマス会➡P.22
★西春日井地域「福祉の店」➡ P.23

1
January来月の予定

23

28

23

23

22 ▲回想法スクール（男性専科）★市民芸術劇場ザ・ベストテンコンサートX

※2/13までの毎週木曜日開催

※3/6までの毎週金曜日開催

▲人生笑楽セミナー

※1/8・9も開催
■税の無料相談 ▲地域活性化セミナー

12月の納税・納付など
固定資産税・都市計画税　第３期

国民健康保険税 第６期

介護保険料 第５期

後期高齢者医療保険料 第６期

問合せ　収納課

納期限：12月25日（水）
　市税などの納税・納付に
は、便利で確実な口座振替
をご利用ください。
※引落しは申請日の翌月末
　以降となります。

保育料・児童クラブ利用料
　　　　　　　　  12月分
振替日：12月６日（金）

問合せ　児童課

 

清須市052（501）1390

豊山町（28）4202

外 科   9:30～11:30
13:00～16:30受付時間

水谷歯科医院

鈴木歯科医院

清須市052（401）8088

豊山町（28）2818

石田歯科

寺町歯科医院

清須市052（400）8762

豊山町（28）6480

フカオ歯科医院

豊山歯科クリニック

清須市052（409）2877

豊山町（54）2246

深見歯科医院

とりむら歯科クリニック

清須市052（400）8603

北名古屋市（26）1753

ごとう歯科

清須市052（409）8888
はやし歯科

なごみ歯科

12/1（日）

8（日）

15（日）

22（日）

29（日）

30（月）

31（火）

1/1（水・祝）

2（木）

3（金）

5（日）

12/1（日）

8（日）

15（日）

22（日）

29（日）

30（月）

31（火）

1/1（水・祝）

2（木）

3（金）

5（日）

北名古屋市（23）2200

（23）2007

（21）0811

（21）0811

（21）0811

（26）0055

（21）0811

（28）1181

新居クリニック

北名古屋市

北名古屋市

北名古屋市

052（408）0171

052（408）0171

052（408）0087

済衆館病院

かんやまクリニック

済衆館病院

はなみずき整形外科 スポーツクリニック

ゆたかクリニック

済衆館病院

やまだ整形外科・ リハビリクリニック

済衆館病院

ゆたかクリニック

杉山医院

北名古屋市

北名古屋市

北名古屋市

豊山町

清須市

清須市

清須市

救急病院をご紹介します「救急医療情報センター」  （81）1133　「あいち救急医療ガイド」www.qq.pref.aichi.jp/

歯 科 受付時間（9:30 ～ 11:30）内科・小児科
東部休日急病診療所
北名古屋市九之坪白山39
　　（23）0122
受付時間  9:30～11:30
　　　　  13:00～16:30

西部休日急病診療所
  清須市西枇杷島町花咲84

　052（503）8277

診察日　
12/1（日）・8（日）・15（日）・
22（日）・29（日）・30（月）・
31（火）、1/1 （水・祝）・2（木）・
3（金）・5（日）

市役所西庁舎・東庁舎、東庁舎分館 （22）1111
文化勤労会館 （25）5111
東公民館 （22）4560
東図書館・昭和日常博物館(歴史民俗資料館) （25）3600
西図書館 （25）6406
健康ドーム （23）7006
健康ドーム子育て支援センター （22）0212
保健センター （23）4000
総合体育館 （24）0661

総合福祉センターもえの丘 （26）2888
社会福祉協議会本所 （25）8500
東子育て支援センター （26）7763
西子育て支援センター （25）5155
南子育て支援センター （22）5677
北子育て支援センター （22）5517
児童センターきらり （27）3370
ファミリー・サポート・センター （22）7601

公共施設などの連絡先

催　し ページ

5
（日）

7
（火）

16
（木）

催　し ページ

17
（金）

28
（火）

西春駅

白山

健康
ドーム

東
部
休
日

急
病
診
療
所

※急きょ変更となる場合がありますので、当番医または西名古屋医師会・歯科医師会ホームページでご確認のうえお出かけください。
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23 24 25

30 31 1/1

54321 6 7

8 12 13 14

15 19 20 21

22 26 27 28

29

日 土月 火 水

1/2
火曜日　▲お手軽ボール教室➡Ｐ.24
             （12/31 はお休み）
木曜日　▲やさしいエアロビクス教室➡Ｐ.24
土曜日　★小・中学生総合体育館無料開放➡Ｐ.22

毎週開催



子育てに関する
詳しい情報は、
「北名古屋子育
てポータルサイ
ト」をご覧くだ
さい。

子育て情報子育て支援センター

さくらんぼタイム

赤ちゃんタイム

プレママタイム

はじめましての会

出前子育て支援事業
　子育て支援センターが近くにない地域
の方を対象に、出前子育て支援を行って
います。詳しくは、市ホームページをご覧
ください。右の二次元バーコードからも
ご覧いただけます。

　12月 28 日（土）～ 1月 5日（日）の間、子育て
支援センターは休館になります。
　1月 6日（月）から通常通り開館します。

と　き　12月 14日（土）午前 10時～ 11時 30分
ところ　東子育て支援センター
内　容　リサイクル交換会＆クリスマス会
対　象　就園前の多胎児と保護者、多胎児を妊娠中   
　　　　の妊婦

と　き　12月 18日（水）午後 1時 30分～ 3時
ところ　東子育て支援センター
内　容　先輩ママとの交流会、赤ちゃんとのふれあい遊び   
　　　　など
対　象　妊婦

と　き　12月 18日（水）午後 1時 30分～ 3時
ところ　西子育て支援センター 
内　容　親子ふれあい遊び、交流会、育児相談など
対　象　子育て支援センターを初めて利用する親子、妊婦

と　き　12月 10日（火）午後 1時 30分～ 3時
ところ　北子育て支援センター
　　　　南子育て支援センター
内　容　親子ふれあい遊び、交流会、育児相談など
対　象　１歳前までの乳児とその保護者、妊婦
※北子育て支援センターでは、歯科衛生士による歯の健康
　についての話を行います。

お知らせお知らせ

に関する相談子ども子育て教育
相談名 相談方法 と　き（祝・休日および12/29～1/3を除く） ところ・問合せ・申込み

■子育てコンシェルジュ
　【前日までに予約必要】
妊婦や0歳～未就学児の保護者のニーズに合わせた各
種案内や相談

いじめや不登校などの家庭教育上の悩みをもつ児童や
生徒、保護者などの相談に応じます。

児童課

電話
面談

電話

電話
面談

電話
面談

月～金　9:30～12:00、
　　　　13:00～16:00 西子育て支援センター（児童センターきらり内）

　（25）5155

■子育て相談【面談は予約制】 月～金　9:00～16:00
保健師・保育士による相談（電話・面談）、
言語聴覚士による発達相談（面談）
　（22）5151

■家庭教育相談
月～金　9:00～16:00 県教育委員会生涯学習課

　 ０５２（９６１）０９００

小中学生のいじめや不登校など、学校教育に関する悩
みなどの相談に応じます。

■教育相談
火・木・金　9:00～16:00 教育支援センター「パレット」（　 分館）

　（２４）４１５２

「児童虐待では」と思われることがあったら、すぐにご相
談ください。

■児童虐待相談
休日・夜間対応可

児童相談所全国共通　１８９、愛知県中央
児童・障害者相談センター　 ０５２（９６１）
７２５０、または市役所家庭支援課　 （22）
１１１１

県では、子どもについての悩みをお持ちの方の相談に
応じます。子ども本人の悩みの相談にも応じます。

■子ども・家庭１１０番
月～金　9:00～17:00 子ども・家庭１１０番

　０５２（９５３）４１５２

■家庭・児童相談 月～金　8：30～17：15
■母子・父子自立支援相談

家庭支援課（　 分館）
家庭支援課（　 分館）

■子ども・若者総合相談
月～金　9：00～17：00
月～金　9：00～17：15 青少年センター（　 分館）

健診・相談名 対象となるお子さん 実施日 受付時間
持ち物

母子健
康手帳

すこやか
手帳の
問診票

その他

●母子健康手帳発行

●４か月児健診

●10か月児健診

ー ー

ーー

ー

ー

○ ○

ところ　健康ドーム　　問合せ　保健センター

実施日に集団感染しやすい病気にかかっている方や、かかっている恐れのある方、また、実施日に来られない方はご連絡ください。

12/4（水）
・11（水）
・20（金）

9：40～
9：55
発行：
10：00～
10：30

12：45～
13：30

持ち物　妊娠届出書、マイナンバーカード（ない方は、
　　　　通知カードおよび本人確認のできる運転免
　　　　許証など）、筆記用具
内　容　手帳の使い方や妊娠中の過ごし方などの説
　　　　明

令和元年8月1日～
20日生まれ

平成31年2月1日～
20日生まれ

持ち物　バスタオル
内　容　健診、離乳食の話
※健診終了後に離乳食講習会（入門編）を行います。

持ち物　バスタオル
内　容　健診、離乳食の話、歯の話、ブックスタート
　　　　（絵本の読み聞かせ）

●１歳６か月児健診
持ち物　歯ブラシ1本、タオル
内　容　健診、歯科健診、フッ化物塗布、親子遊び
※歯を磨いてきてください。

○ ○
●２歳６か月児むし歯
　予防教室

○

○

○●３歳児健診（※）

12/6（金）

12/24（火）

12：45～
13：30

12/20（金）

12/5（木）
1/9(木）

12/25（水）

12/12(木）

12/26(木）

12/19（木）

9：30～
10：45

平成30年5月1日～
20日生まれ
平成30年5月21日～
6月10日生まれ

平成29年12月生まれ
平成29年11月生まれ

平成29年6月生まれ

平成28年11月11日～
30日生まれ
平成28年12月1日～
20日生まれ

持ち物　視力・聴力検査結果票、歯ブラシ１本、タオル
内　容　健診、尿検査、歯科健診、フッ化物塗布、
　　　　親子遊び
※歯を磨いてきてください。

内　容　健康相談、栄養相談、心の相談、血圧測定、
　　　　尿検査、健診結果説明

内　容　身体計測、個別相談

●２歳児むし歯予防
　教室 9：15～

10：00

持ち物　歯ブラシ２本、タオル
内　容　むし歯予防のお話、歯科健診、染め出し、
　　　　フッ化物塗布、個別相談
※歯を磨いてきてください。

■育児相談・栄養相談
■母乳相談(要予約)

○12/13（金）
・18（水）

9：30～
11：00■発達相談（予約制）

12/11（水） 14：00～
15：30

■成人健康相談・
　心の健康相談
※視力・聴力の検査は自宅で行ってきてください。また、当日会場で尿検査を行います。 ○乳幼児健診・むし歯予防教室は1時間30分～ 2時間ほどかかります。

母子 人成保健事業 保健事業

12/13（金）
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「
伝
統
文
化
と
新
た
な
挑
戦
」

六
ツ
師
児
童
館

　
　
六
ツ
師
児
童
館
で
は
、
毎
年
回
想
法
セ
ン
タ

ー
と
の
交
流
会
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
小
学
生

か
ら
高
校
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
と
回
想
法
セ

ン
タ
ー
の
中
を
見
学
し
た
り
、
い
き
い
き
隊
の

み
な
さ
ん
と一緒
に
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
六
ツ
師
地
域
の
伝
統
文
化
で
あ
る
六

ツ
師
獅
子
舞
を
守
る
六
ツ
師
獅
子
舞
保
存
会
の

方
々
に
児
童
館
で
舞
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、

子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
伝
統
文
化
に
触
れ
る
貴

重
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
　

　
新
た
な
挑
戦
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら
地
域
の
子

ど
も
た
ち
に
来
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
児
童
館

が
地
域
に
出
て
い
く
事
で
よ
り
多
く
の
子
ど
も
た
ち

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
活
動
を
広
げ
て
い
ま

す
。

　
今
年
度
の
六
ツ
師
納
涼
祭
で
は
新
た
に
小
学

生
の
実
行
委
員
を
立
ち
上
げ
、
準
備
か
ら
当
日

ま
で
の一か
月
間
、
小
学
生
が
主
と
な
り一生
懸

命
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
児
童
館
で
は
家
や
学
校
で
な
か
な
か
経
験
で

き
な
い
こ
と
も
経
験
で
き
ま
す
。
市
内
に
は
小

学
校
区
ご
と
に
児

童
館
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
近

く
の
児
童
館
に
遊

び
に
来
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

六
ツ
師
児
童
館

　（
22
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５
５
１
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Photo×Reportふ ぉ と れ ぽ  図 書 館 × 昭 和 日 常 博 物 館 Selection・Column

薄さが最大の利点－ソノシート
今月のテーマショウワ・ラボ

昭和の暮らしを探る

　昭和日常博物館
には、ソノシート
が約 1,500 点収蔵
されている。赤・
青・緑・白など色
とりどり。内容は
ニュース、音楽、
CM ソング、動物
の鳴き声、紙芝居
の読み上げなどさ
まざまである。
　ソノシートは薄
くしなやかにたわ
むことから雑誌に
挟み込んだり、は
がきに貼り付けて
も紙の動きに同調
し割れにくいとい
う薄さの利点があ
る。

　昭和 30 年代前半頃、雑誌ブームと呼ばれた時代が
あり、週刊誌の発刊が相次いだ。『週刊現代』、『週刊文
春』などが、昭和 34 年に創刊された。すでに発刊さ
れていた『週刊朝日』や『サンデー毎日』などと合わせ
て、多くの雑誌が流通していた。
　そうした週刊誌ブームのなか、奇想天外な雑誌が登
場した。それが『朝日ソノラマ』である。

　ちょうど 60年前の昭和 34年 12 月に創刊されたこ
の雑誌は、ほぼ正方形で、表紙に 33 回転と表記して
ある。雑誌の名前が示しているとおり、なかにはソノ
シートが綴じ込まれている。
　雑誌創刊の言葉として、「雑誌がまわる。くるくる回
る。くるくる回って、あなたにささやきかける。月ロ
ケットが月にたどりついた。いま―この時点に立っ
て、新しい雑誌を世に贈る。」とある。
　四角い雑誌を広げると、ソノシートが現れ、雑誌ご
とプレーヤーにかけてしまう。すると、雑誌の内容に
整合した内容の音楽や、ルポルタージュがスピーカー
から流れ出る。

■色とりどりのソノシート。右上
のものは台紙に透明のソノシート
が貼り付けられている。

　　　　　　　　　■ターンテーブルの上で四角い雑誌が
　　　　　　　　　回るのは不思議で、目も回りそうだ。

■『朝日ソノラマ』創刊号表紙

展示期間：12 月 11 日（水）～1月 30 日（木）
「ショウワ・ラボ　昭和の暮らしを探る」に関する
資料は、東図書館１階ロビーに展示しています。

図書館・昭和日常博物館　今月の休館日

　台紙に貼り付けることが
できることから、例えばこ
の写真のようにクリスマス
色を盛り込んだソノシ
ートも作ることができ
たそうだ。

東図書館・昭和日常博物館
12 月 1日（日）～10日（火）・16日（月）・23日（月）
西図書館
12 月 2日（月）・9日（月）・16日（月）・23日（月）

12月 27日（金）～1月 4日（土）年末年始休館日

　
年
末
年
始
の
休
館
に
伴
い
、
12
月

13
日（
金
）〜
26
日（
木
）の
貸
出
に
つ

い
て
貸
出
期
間
を
次
の
よ
う
に
変
更

し
ま
す
。

図
書
資
料
　
２
週
間
か
ら
３
週
間
へ

視
聴
覚
資
料
　
１
週
間
か
ら
３
週
間
へ

※

予
約
の
あ
る
資
料
は
、
こ
れ
ま
で

　
通
り
の
貸
出
期
間
で
す
。

今
月
の
催
し

東
図
書
館

●
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

　
12
月
14
日（
土
）午
前
11
時
〜
11
時
30

分●
サ
ン
デ
ー
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

　
12
月
15
日（
日
）午
後
１
時
30
分
〜

題
名
：
わ
た
し
は
マ
ラ
ラ

●
お
話
会

　
12
月
21
日（
土
）午
前
11
時
〜

　
東
図
書
館

西
図
書
館

●
冬
休
み
上
映
会

①
　
12
月
21
日（
土
）午
後
１
時
30
分
〜

　
３
時
20
分

　
題
名
：
天
使
の
い
る
図
書
館

　
　中
学
生
以
上

②
　
12
月
22
日（
日
）午
後
１
時
30
分
〜

　
３
時

　
題
名
：
お
ま
え
う
ま
そ
う
だ
な
　

　
　
小
学
生
以
下

　
　
文
化
勤
労
会
館
　
視
聴
覚
室

●
お
話
会

　
12
月
21
日（
土
）午
前
11
時
〜

　
西
図
書
館

10
16

10
26

　子どもを虐待か
ら守ることができ
るよう児童虐待の
認識を深めるため、
「児童虐待防止シン
ポジウム～子ども
を虐待から守るた

めに～」が文化勤労会館で開かれました。当日は、愛
知県中央児童・障害者相談センター長前田清氏による
児童虐待の現状や虐待対応における地域の役割に関す
る基調講演と「地域で子ども
を虐待から守るには」をテー
マに警察・NPO・市の関係
者をパネラーとしたパネル
ディスカッションを実施。
　市議会は、令和元年６月
26日に「子どもを虐待から
守るまち宣言」を決議し、こ
のシンポジウムを市と共催
しました。

　市と友好提携を結ぶ大桑村の子どもたちが北名古屋市に訪れ、
北名古屋市の子どもたちと一緒に「子ども交流セミナー北名古屋交
流会」に参加しました。交流会は２日間を通して行われ、子どもた
ちは、憩いの家さくら荘での陶芸体験や西春日井広域事務組合消
防本部東消防署の見学などを行いました。夏休みに実施した大桑
交流会からひさしぶりの再会を喜び、2日目の帰りには、北名古
屋市の子どもたちが手でアーチを作り、いっぱいの笑顔で大桑村
の子どもたちを見送りました。

子どもを虐待から守るために
　文化協会主催の文化
祭が２日間にわたって
文化勤労会館で開催さ
れ、多くの来場者でに
ぎわいました。２日目
の表彰式典で美しい歌
声を披露した師中合唱
隊のメンバーが、東茶
道クラブが開くお茶会
に参加しました。
　茶菓子を懐紙に黒文
字で乗せる食べ方や、
茶碗を両手で持った飲
み方などの作法の一つ
一つをクラブの方から教わりながら緊張気味に味わ
っていました。
　参加した生徒は「お菓子は柚子の香りがしておいし
かった。抹茶はちょっと苦かった」と感想を話してい
ました。

中学生が作法を学んで茶会初体験

大桑村の子どもたちとの交流会

　市商工会主催の経営講演会・企業経営者と行政と
の交流会（官民交歓会）が商工会館（九之坪）で開かれ、
市商工会加盟の企業経営者や市長らが多数出席しま
した。
　会では、昨年に続き株式会社八幡ねじの鈴木建吾
代表取締役会長が登壇し「三方善の精神で世界に挑む
～八幡ねじのあゆみ～」と題した経営講演会が行わ
れ、海外展開のエピソードを紹介。鈴木氏は、1970
年代後半の中国への視察をきっかけに事業展開した
エピソードや中国の経済発展に伴う劇的な変化に触
れながら「モノづくりは知恵を絞らなければだめ。い
いモノを作れば海外でも売れる」と話しました。

海外での事業展開の経験を語る

　「ふるさとの川をゴミから守ろう」をスローガンに、
市環境美化推進委員会を始め、合瀬川、五条川、水
場川周辺の自治会やボランティアなどが参加して河
川清掃活動が開催されました。
　五条川の清掃活動では、隣接する岩倉市と合同で
の清掃活動を行い、迎島公園（鍜治ケ一色西）での開
会式で長瀬市長、久保田桂郎岩倉市長らが「流域のみ
なさんできれいにしましょう」とあいさつしました。
　前日までの雨で、水量がやや多かったことから、
河川に入っての清掃は取り止めとなり、参加者は沿
道のゴミや落ち葉を集めるなど熱心に清掃していま
した。

ふるさとの川をゴミから守ろう

10
5・6

11
9

11
2・3
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Ｅａｒ
ｔ
ｈ
　
Ｅｃ
ｈｏ
電
子
オ
ル
ガ
ン

第
22
回
定
期
演
奏
会

　
12
月
５
日（
木
）午
後
６
時
30
分
〜

（
開
場
：
午
後
６
時
）　
熱
田
文
化
小

劇
場
　
無
料（
整
理
券
不
要
）

室
内
楽
の
夕
べ
２
０
１
９

　
12
月
10
日（
火
）午
後
５
時
30
分
〜

（
開
場
：
午
後
５
時
）　
電
気
文
化
会

館
ザ
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
　
無
料

（
整
理
券
不
要
）

　
生
涯
学
習
課

　
令
和
２
年
１
月
５
日（
日
）午
後
１

時
30
分
〜（
開
場
：
午
後
１
時
）　
文

化
勤
労
会
館
大
ホ
ー
ル
　
大
人
５
０

０
円（
未
就
学
児
を
除
く
、
全
席
自

由
）◆
入
場
券
＝
12
月
１
日（
日
）か

ら
生
涯
学
習
課
　
、
文
化
勤
労
会
館
、

東
公
民
館
で
販
売
◆
共
催
＝
北
名
古

屋
市
、
名
古
屋
芸
術
大
学
、
ポ
ッ
カ

サ
ッ
ポ
ロ
フ
ー
ド
＆
ビ
バ
レ
ッ
ジ

（
株
）　
生
涯
学
習
課

　
障
害
者
週
間
に
ち
な
ん
で
啓
発
事

業
を
行
い
ま
す
。
障
害
の
あ
る
な
し

に
関
係
な
く
、
そ
の
人
ら
し
く
生
き

る
こ
と
が
で
き
る
社
会
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
12
月
７
日（
土
）午
後
１
時
30
分
〜

４
時
　
尾
張
中
部
福
祉
の
杜（
九
之
坪

笹
塚
22
番
地
）　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映「
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
ワ
ー
ル
ド
　
君
と
い
る
奇

跡
」　
30
人（
先
着
順
）　
無
料
　
12
月

６
日（
金
）ま
で
に
尾
張
中
部
福
祉
の

杜　
（
22
）１
１
２
３
へ
。

　
12
月
１
日（
日
）午
前
９
時
〜
　
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘
東
側
　

野
菜
な
ど
の
販
売（
な
く
な
り
次
第
終

了
。
環
境
保
護
の
た
め
、
マ
イ
バ
ッ

グ
持
参
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
）　
社
会

福
祉
協
議
会
本
所

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導（
予
約
制
）

　
12
月
５
日（
木
）・
21
日（
土
）午
前

９
時
〜
午
後
１
時
、
８
日（
日
）午
後

１
時
〜
５
時
、
13
日（
金
）・
18
日

（
水
）午
後
５
時
〜
９
時

体
力
測
定（
予
約
制
）

　
12
月
10
日（
火
）午
後
１
時
〜
５
時

（
１
人
に
つ
き
40
分
間
）

　
１
回
に
つ
き
大
人
３
０
０
円
、
中

学
生
１
０
０
円
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

使
用
料
が
必
要
で
す
。
定
期
券
や
シ

ニ
ア
パ
ス
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
　

総
合
体
育
館

　
令
和
２
年
１
月
16
日
〜
２
月
13
日

の
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
11

時
40
分（
受
付
：
午
前
９
時
〜
）（
全
５

回
）　
健
康
ド
ー
ム
　
こ
れ
か
ら
の
人

生
を
、
よ
り
豊
か
に
健
康
に
楽
し
く

生
き
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方
　
１
０
０

人（
先
着
順
）　
12
月
２
日（
月
）か
ら

高
齢
福
祉
課
　
へ
。

　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
向
け
て
相
続
遺

言
を
中
心
に
お
話
を
聞
く
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

　
令
和
２
年
１
月
28
日（
火
）午
後
１

時
30
分
〜
３
時
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
　「
あ
な
た
の
相
続

何
が
必
要
？
」◆
講
師
＝
渡
辺
英
明

氏（
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
西
春
支
店
支
店

長
）　
市
内
在
住
の
方
　
60
人（
先
着

順
）　
12
月
２
日（
月
）か
ら
西
部
北
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
（
54
）１
１

１
３
も
し
く
は
西
部
南
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー　
（
54
）５
５
７
１
へ
。

　
12
月
13
日（
金
）①
午
後
２
時
15
分

〜
②
午
後
３
時
〜（
同
一
の
内
容
で
２

回
実
施
。
４
か
月
児
健
診
後
に
行
う

た
め
、
多
少
時
間
が
前
後
す
る
場
合

あ
り
）　
健
康
ド
ー
ム
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
　
離
乳
食
の
始
め
方
と
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
の
目
安
に
つ
い
て
、
時

期
別
の
離
乳
食
の
試
食
　
筆
記
用
具

　
　
不
要
　
保
健
セ
ン
タ
ー

※

４
か
月
児
健
診
の
対
象
者
に
限
り

　
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
か
ら
離
乳
食

　
を
始
め
る
方
は
、
ど
な
た
で
も
お

　
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
人
生
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
に
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
　

　
ふ
る
さ
と
、
少
年
時
代
、
青
春
の

思
い
出
や
当
時
の
世
相
な
ど
、
教
科

書
に
は
載
ら
な
い
お
話
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　
令
和
２
年
１
月
17
日
〜
３
月
６
日

の
毎
週
金
曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
10

時
30
分（
全
８
回
）　
鍜
治
ケ
一
色
公

会
堂
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳

以
上
の
男
性
で
、
会
場
ま
で
自
分
で

通
え
る
方
　
10
人（
先
着
順
）　
回
想

法
セ
ン
タ
ー　
（
24
）５
３
３
７

　
12
月
11
日（
水
）〜
16
日（
月
）午
前

10
時
〜
午
後
４
時
　
ア
ピ
タ
名
古
屋

空
港
店
３
階
　
西
春
日
井
地
域
の
障

害
者
施
設
で
作
っ
た
手
芸
品
、
花
や

野
菜
の
苗
、
陶
芸
作
品
、
ク
ッ
キ
ー

な
ど
の
販
売
　
尾
張
中
部
福
祉
の
杜

　
（
22
）１
１
２
３

　
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
充
実
の
た
め
、

毎
月
第
３
土
曜
日
を
ク
ロ
ー
バ
ー
の

日
と
し
、
多
目
的
ホ
ー
ル
を
障
害
を

有
す
る
方（
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
）に
無
料
開
放
し
ま
す
。

　
12
月
21
日（
土
）午
前
９
時
〜
正
午

　
総
合
体
育
館

　
お
は
な
し
グ
ル
ー
プ「
ぐ
ッ
チ
ャ
ん

コ
」に
よ
る
大
型
紙
芝
居
や
絵
本
を
使

っ
た
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
す
。

　
12
月
14
日（
土
）午
前
11
時
〜
11
時

45
分
　
文
化
勤
労
会
館
会
議
室
　
１

２
０
人（
先
着
順
）　
西
図
書
館
　

　
介
護
を
し
て
い
る
人
同
士
の
交
流

や
情
報
交
換
・
気
分
転
換
の
た
め
の

催
し
や
勉
強
会
を
行
い
ま
す
。

　
12
月
13
日（
金
）午
前
10
時
〜
11
時

30
分
　
文
化
勤
労
会
館
　
介
護
を
し

て
い
る
方（
介
護
を
受
け
て
い
る
ご
本

人
も
一
緒
に
参
加
い
た
だ
け
ま
す
　

高
齢
福
祉
課

　
　
　
　
　

ア
リ
ー
ナ

　
12
月
７
日（
土
）・
14
日（
土
）午
前

９
時
〜
正
午

多
目
的
ホ
ー
ル

　
12
月
14
日（
土
）午
前
９
時
〜
正
午

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室（
中
学
生
の
み
）

　
毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午

※

保
護
者（
１
人
）も
無
料
で
す
。
人

　
数
が
多
い
と
き
は
お
断
り
す
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。
ア
リ
ー
ナ
お
よ

　
び
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
は
、
室
内
用

　
靴
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、

　
ご
利
用
は
先
着
順
の
た
め
、
先
着

　
者
の
種
目
に
よ
っ
て
、
利
用
が
で

　
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
総
合
体
育
館

寿
大
学

　
12
月
11
日（
水
）午
後
１
時
30
分
〜

３
時
　
総
合
体
育
館
　
日
本
舞
踊（
宗

家
西
川
流
西
川
条
環
社
中
）　
３
０
０

円
　
出
席
簿
　
高
齢
福
祉
課

い
き
い
き
健
康
ク
ラ
ブ
定
例
会

　
12
月
18
日（
水
）　
文
化
勤
労
会
館

午
前
の
部（
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30

分
）

　
防
犯
教
室
◆
講
師
＝
西
枇
杷
島
警

察
署
員

午
後
の
部（
午
後
１
時
〜
３
時
、
会
員

以
外
の
観
覧
も
可
）

　
演
劇（
い
き
い
き
健
康
座
）、
津
軽

三
味
線（
山
口
晃
司
）　
い
き
い
き
健

康
ク
ラ
ブ
会
員
　
３
０
０
円
　
出
席

簿
　
高
齢
福
祉
課

　
12
月
22
日（
日
）午
後
１
時
30
分
〜

（
開
場
：
午
後
１
時
）　
文
化
勤
労
会

館
大
ホ
ー
ル
◆
曲
目
＝「
ひ
ざ
っ
こ

ぞ
う
の
う
た
」「
ゆ
ず
り
葉
の
木
の
下

で
」「
み
ん
な
ｄ
ｅ
ク
リ
ス
マ
ス
」「
歌

い
継
ご
う
‼
日
本
の
童
謡
Ｖ
ｏ
ｌ
．

３
」ほ
か
◆
賛
助
出
演
＝
西
春
高
校

合
唱
部
　
無
料（
要
整
理
券
。
当
日
整

理
券
有
）◆
整
理
券
＝
生
涯
学
習
課

　
、
文
化
勤
労
会
館
、
東
公
民
館
、

健
康
ド
ー
ム
、
も
え
の
丘
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
　
寺
川
　（
25
）２
７
２

５
杜
の
か
け
は
し

老
人
ク
ラ
ブ
　
今
月
の
催
し

西
図
書
館
ク
リ
ス
マ
ス
会

ほ
っ
と
ひ
と
い
き
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

名
古
屋
芸
術
大
学
演
奏
会

も
え
の
丘
青
空
市
場

総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

回
想
法
ス
ク
ー
ル
（
男
性
専
科
）

地
域
活
性
化
セ
ミ
ナ
ー

離
乳
食
講
習
会
　
入
門
編

西
春
日
井
地
域
「
福
祉
の
店
」

ク
ロ
ー
バ
ー
の
日

市
民
芸
術
劇
場
　

ザ
・
ベ
ス
ト
テ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
Ⅹ

　
催
　し

催
　し

師
勝
少
年
少
女
合
唱
団

第
21
回
定
期
演
奏
会

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

小
・
中
学
生
（
市
内
）

総
合
体
育
館
無
料
開
放

歴史民俗資料館　特別展
Re：ディスカバー・ミニアチュア・ジャパン

おみやげでめぐる
ニッポンの旅風景
【展示期間】
令和２年２月９日（日）まで

人
生
笑
楽
健
康
セ
ミ
ナ
ー 

〜
笑
っ
て
楽
し
く
健
康
で
〜

講
　座

講
　座
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お
手
軽
ボ
ー
ル
運
動
教
室

　
毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
２

時
30
分（
31
日
は
お
休
み
）

や
さ
し
い
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

　
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
２

時
30
分

　
健
康
ド
ー
ム
　
各
35
人（
先
着
順
）

　
１
回
に
つ
き
５
０
０
円
　
開
催
日

の
１
か
月
前
か
ら
健
康
ド
ー
ム
元
気

測
定
室
へ
。

保
育
士

◆
応
募
資
格
＝
保
育
士
資
格
・
幼
稚

園
・
小
学
校
・
養
護
教
諭
免
許
を
お

持
ち
の
心
身
と
も
に
健
康
な
方
◆
勤

務
日
時（
応
相
談
）＝
週
５
日
で
①

午
前
７
時
30
分
〜
９
時
30
分
②
午
後

３
時
30
分
〜
６
時
30
分
◆
給
与
＝
時

給
１
２
５
０
円※

５
年
以
上
勤
務
で

昇
給
あ
り
　
履
歴
書（
市
販
の
も
の
）

と
資
格
証（
写
）を
持
っ
て
児
童
課
　

へ
。

市
民
税
・
県
民
税
通
知
発
送
に
係
る

事
務
、
確
定
申
告
書
入
力
補
助
事
務

◆
応
募
資
格
＝
心
身
と
も
に
健
康
な

方
で
、
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で

き
る
方
◆
募
集
人
員
＝
１
人
◆
勤
務

時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
◆
勤

務
日
数
＝
月
〜
金（
２
月
半
ば
ま
で
、

４
・
５
月
）、
週
３
〜
４
日
程
度（
２

月
半
ば
か
ら
３
月
末
ま
で
）◆
勤
務

場
所
＝
税
務
課
　
◆
雇
用
期
間
＝
令

和
2
年
１
月
20
日（
月
）〜
５
月
29
日

（
金
）◆
給
与
＝
時
給
９
２
６
円
〜
　

12
月
20
日（
金
）ま
で
に
履
歴
書（
市
販

の
も
の
）を
持
っ
て
税
務
課
　
へ
。

 

窓
口
証
明
事
務
・
市
民
税
入
力
事
務

◆
応
募
資
格
＝
心
身
と
も
に
健
康
な

方
で
、
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で

き
る
方
◆
募
集
人
員
＝
１
人
◆
勤
務

日
時
＝
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
◆
勤
務
場
所
＝
税
務
課
　
◆

雇
用
期
間
＝
令
和
２
年
４
月
１
日

（
水
）〜
令
和
３
年
３
月
31
日（
水
）（
更

新
あ
り
）◆
給
与
＝
時
給
９
５
０
円

〜（
雇
用
保
険
、
健
康
保
険
、
厚
生
年

金
に
加
入
。
雇
用
時
の
身
分
は
会
計

年
度
任
用
職
員
）◆
選
考
方
法
＝
事

務
適
性
検
査
・
面
接（
試
験
日
は
令
和

２
年
１
月
中
旬
を
予
定
）　
12
月
27
日

（
金
）ま
で
に
履
歴
書（
市
販
の
も
の
）

を
持
っ
て
税
務
課
　
へ
。

　
12
月
４
日（
水
）午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
　
２
０
０
４
年
の
大
津
波
や
26
年

間
に
及
ん
だ
内
戦
の
終
結
な
ど
を
経

て
、
今
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
人
々
は
、

ど
ん
な
課
題
を
抱
え
、
ど
の
よ
う
に

乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

マ
ス
コ
ミ
や
ネ
ッ
ト
か
ら
で
は
伝
わ

っ
て
こ
な
い
声
を
聴
い
て
み
ま
せ
ん

か
。
　
30
人（
先
着
順
）　
無
料
　
市

国
際
交
流
協
会
　
へ
。

◆
採
用
種
目
＝
陸
上
自
衛
隊
高
等
工

科
学
校
生
徒
◆
身
分
＝
特
別
職
国
家

公
務
員（
生
徒
）◆
手
当
＝
生
徒
手
当

月
額
10
万
２
５
０
０
円（
平
成
31
年
１

月
１
日
現
在
）◆
応
募
資
格
＝
令
和

２
年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳
以
上
17

歳
未
満（
平
成
15
年
４
月
２
日
〜
平
成

17
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
者
）

の
男
子
◆
試
験
期
日
＝
第
１
次
試

験
：
令
和
２
年
１
月
18
日（
土
）、
第

１
次
合
格
発
表
：
１
月
24
日（
金
）◆

受
付
期
間
＝
１
月
６
日（
月
）ま
で

（
締
切
日
必
着
）◆
採
用
期
日
＝
令
和

２
年
４
月
上
旬
　
自
衛
隊
愛
知
地
方

協
力
本
部
小
牧
分
駐
所　
（
73
）２
１

９
０

　
性
別
に
関
係
な
く
自
分
ら
し
く
頑

張
っ
て
い
る
こ
と
、
将
来
の
夢
な
ど
、

男
女
共
同
参
画
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ

ラ
ス
ト
を
募
集
し
ま
す
。
作
品
は
、

「
第
８
回
と
ら
い
あ
ん
ぐ
る
フ
ェ
ス

タ
」で
展
示
し
ま
す
。
応
募
者
に
は
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

　
市
内
在
住
の
小
学
生
◆
応
募
用
紙

＝
市
内
小
学
校
・
市
民
活
動
推
進
課

　
で
配
布
◆
応
募
方
法
＝
令
和
２
年

１
月
10
日（
金
）ま
で
に
通
学
す
る
市

内
小
学
校
・
市
民
活
動
推
進
課
へ
提

出
　
市
民
活
動
推
進
課

　
事
情
が
あ
っ
て
出
生
の
届
出
を
し

て
い
な
い
ま
ま
お
困
り
の
方
は
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。
名
古
屋
法
務

局
で
は
、
戸
籍
に
記
載
が
な
い
方
を

対
象
に
記
載
さ
れ
る
た
め
の
手
続
に

関
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
名
古
屋
法
務
局
戸
籍
課　
０
５
２

（
９
５
２
）８
０
７
２

　
周
囲
の
子
ど
も
の
こ
ん
な
サ
イ
ン

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
夜
遅
く
ま
で
一
人
で
遊
ん
で
い
る

○「
痛
い
」「
や
め
て
」と
い
う
声
が
聞

　
こ
え
る

○
ひ
ど
い
け
が
を
し
て
い
る

○
服
や
体
が
い
つ
も
汚
れ
て
い
る

　
児
童
虐
待
は
早
期
発
見
が
大
切
で

す
。「
虐
待
か
な
？
」と
思
っ
た
ら
迷
わ

ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
で
き

ま
す
。
あ
な
た
の
電
話
に
よ
り
、
子

ど
も
だ
け
で
な
く
、
そ
の
保
護
者
を

救
う
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

１
８
９
、
家
庭
支
援
課

　
市
内
２
５
０
店
舗
以
上
で
利
用
で

き
る「
お
得
な
」プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

を
販
売
中
で
す
。

　
商
品
券
を
ご
購
入
い
た
だ
け
る
方

は
、
非
課
税
者
の
方
、
子
育
て
世
帯

の
方
で
す
。
詳
細
は
広
報
９
月
号
折

り
込
み
チ
ラ
シ
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
非
課
税
者
の
方
で
、
申
請
が
お
済

み
で
な
い
方
は
、
お
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
締
切
＝
令
和
２
年
１
月
17
日

（
金
）

　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
　
内
線
３
３
８
０

　「
誰
か
の
た
め
に
作
っ
た
料
理
」を

紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
作
品
は
、

「
第
８
回
と
ら
い
あ
ん
ぐ
る
フ
ェ
ス

タ
」で
展
示
し
、
来
場
者
投
票
で
最
も

想
い
の
伝
わ
る
料
理
を
決
定
し
ま
す
。

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
◆

応
募
用
紙
＝
宇
福
寺
児
童
館
・
市
民

活
動
推
進
課
　
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
。◆
応
募
方
法

＝
令
和
２
年
１
月
10
日（
金
）ま
で
に
、

料
理
の
写
真
を
添
付
し
宇
福
寺
児
童

館
・
市
民
活
動
推
進
課
へ
提
出（
郵
送

可
）。   

市
民
活
動
推
進
課

◆
募
集
科
目
＝
①
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
科
②

Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
③
Ｃ
Ａ
Ｄ
設
計
科

④
総
合
実
務
科（
知
的
障
害
者
対
象
）

⑤
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
科（
精
神
障
害

者
・
発
達
障
害
者
対
象
）◆
訓
練
期

間
＝
①
〜
④
１
年
間
、⑤
９
か
月
◆

応
募
期
間
＝
令
和
２
年
１
月
６
日

（
月
）〜
２
月
14
日（
金
）　
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
ま
た
は
、
愛
知
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校（
豊
川
市
一
宮
町
）　
０
５

３
３（
93
）２
１
０
２

　　
募
　集

募
　集　

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　
講
　座

講
　座

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

非
常
勤
職
員
募
集

自
衛
官
採
用
案
内

お
も
い
や
り
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

参
加
者
募
集

男
女
共
同
参
画
イ
ラ
ス
ト
募
集

無
戸
籍
で
お
困
り
の
方
へ

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売
中

障
害
者
職
業
訓
練
生
募
集

国
際
理
解
講
座
「
ス
リ
ラ
ン
カ
の

漁
村
か
ら
平
和
を
作
り
出
す
人
々
」

防
ご
う
！
児
童
虐
待

地
域
で
守
ろ
う
親
子
の
未
来

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
関
連
事
務

◆
勤
務
内
容
＝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
交
付
事
務
、
パ
ソ
コ
ン
入
力
、
窓

口
業
務
◆
応
募
資
格
＝
パ
ソ
コ
ン
操

作
が
で
き
る
方
◆
募
集
人
員
＝
４
人

◆
勤
務
日
時
＝
月
〜
金
曜
日
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
の
間
で
７

時
間
◆
勤
務
場
所
＝
市
民
課
　
　
◆

雇
用
期
間
＝
令
和
２
年
１
月
８
日

（
水
）〜
３
月
31
日（
火
）◆
給
与
＝
時

給
９
５
０
円
　
12
月
19
日（
木
）ま
で

に
履
歴
書（
市
販
の
も
の
）を
持
っ
て
、 

市
民
課
　
　
へ
。

　
市
消
防
団
で
は
、
年
末
夜
警
を
行

い
ま
す
。
開
始
前
に
市
役
所
か
ら
サ

イ
レ
ン
を
約
15
秒
鳴
ら
し
ま
す
の
で

ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

　
12
月
27
日（
金
）〜
29
日（
日
）の
各

日
午
後
８
時
か
ら
　
消
防
車
に
よ
る

年
末
夜
警
特
別
警
戒
広
報
　
防
災
交

通
課 市

消
防
団
年
末
夜
警

　
一
人
ひ
と
り
が
防
犯
意
識
を
高
め
、

犯
罪
を
起
こ
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
安
全
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　
毎
年
、
年
末
に
か
け
て
犯
罪
が
多

発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
被
害
に

遭
わ
な
い
よ
う
、
こ
の
機
会
に
家
庭

や
地
域
で
、
な
に
が
で
き
る
か
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
防
災
交
通
課

12
月
１
日
〜
20
日

年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
運
動

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ

ー
ト
）か
ら
送
ら
れ
る
緊
急
情
報
を
的

確
に
お
伝
え
で
き
る
よ
う
、
情
報
伝

達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
12
月
４
日（
水
）午
前
11
時
頃
　
市

内
１
０
０
か
所
に
設
置
の
防
災
行
政

無
線
か
ら
、
次
の
放
送
内
容
が
一
斉

に
放
送
さ
れ
ま
す
。【
放
送
内
容
】防
災

無
線
チ
ャ
イ
ム
＋「
こ
れ
は
、Ｊ
ア
ラ

ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
。」×

３
回
＋

「
こ
ち
ら
は
、
こ
う
ほ
う
き
た
な
ご
や

で
す
。」＋
防
災
無
線
チ
ャ
イ
ム
　
防

災
交
通
課

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

全
国
一
斉
緊
急
情
報
伝
達
訓
練
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株
式
会
社
大
杉
運
輸
様
か
ら
、
交

通
安
全
事
業
の
た
め
に
現
金
10
万
円

を
寄
附
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
防
災
交
通
課

　
青
少
年
育
成
会
議
で
は
、
あ
い
さ

つ
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
地
域

の
み
な
さ
ん
も
、
登
下
校
の
児
童
・

生
徒
へ
さ
わ
や
か
な
あ
い
さ
つ
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
12
月
10
日（
火
）白
木
小
学
校
・

白
木
中
学
校
、
12
日（
木
）師
勝
小
学

校
・
師
勝
中
学
校
　
家
庭
支
援
課

　
忘
年
会
な
ど
で
飲
酒
の
機
会
が
増

え
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
の
増
加

が
懸
念
さ
れ
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

飲
酒
を
伴
う
会
合
な
ど
は
、
公
共
交

通
機
関
・
タ
ク
シ
ー
・
運
転
代
行
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
、
家
族
に
送
迎
を
依

頼
す
る
、
飲
酒
を
せ
ず
運
転
す
る
人

（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
）を
事
前
に
決

め
て
お
く
な
ど
し
て
、
飲
酒
運
転
を

し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
北
名
古
屋
市
か
ら
飲
酒
運
転
を
根

絶
し
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
四（
し
）な
い
運
動

○
運
転
す
る
な
ら
酒
を
飲
ま
な
い
。

○
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
。

○
運
転
す
る
人
に
酒
を
す
す
め
な
い
。

○
酒
を
飲
ん
だ
人
に
運
転
さ
せ
な
い
。

　
防
災
交
通
課

　
次
の
店
舗
で
市
指
定
の
ご
み
袋
・

し
尿
券
の
販
売
を
廃
止
し
ま
し
た
。

○
ロ
ー
ソ
ン
北
名
古
屋
二
子
店

　
環
境
課

　
犬
に
関
す
る
ご
意
見
が
市
に
多
く

よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
犬
を
飼
う
と

き
は
必
ず
ル
ー
ル
を
守
り
、
ご
近
所

へ
の
配
慮
と
し
つ
け
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

○
散
歩
の
際
に
は
、
必
ず
リ
ー
ド（
ひ

　
も
）を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
放
し
飼
い
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
無
駄
吠
え
を
し
な
い
よ
う
に
し
つ

　
け
ま
し
ょ
う
。

○
飼
い
犬
を
散
歩
さ
せ
る
場
合
は
、

　
ふ
ん
を
直
ち
に
回
収
し
ま
し
ょ
う
。

○
尿
も
水
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
携
行

　
し
洗
い
流
し
ま
し
ょ
う
。

　
本
市
で
は
、「
飼
い
犬
等
の
ふ
ん
害

の
防
止
に
関
す
る
条
例
」の
規
定
に
違

反
し
た
場
合
、
飼
い
主
に
対
し
て
指

導
・
勧
告
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
環
境
課

　
深
夜
の
資
源
物
持
ち
出
し
が
、
資

源
集
積
所
周
辺
の
方
の
迷
惑
と
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
、
び
ん
・
缶
は
排

出
時
に
音
が
響
く
こ
と
か
ら
睡
眠
の

妨
げ
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
資
源
物
持
去
り
防
止
の
た
め
に
も
、

朝
出
し
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
環
境
課

　
空
家
解
体
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。
老
朽
化
し
た
家
屋
は
、
強
風
な

ど
で
倒
壊
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
対
象
住
宅
＝
次
の
す
べ
て
の
要
件

を
満
た
す
も
の

○
市
内
に
存
す
る
１
年
以
上
使
用
さ

　
れ
て
い
な
い
空
家
で
、
２
分
の
１

　
以
上
が
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い

　
た
も
の
で
あ
る
こ
と

○
木
造
で
あ
る
こ
と

○
住
宅
地
区
改
良
法
に
規
定
す
る
不

　
良
住
宅
と
同
等
の
空
家
で
あ
る
こ

　
と（
老
朽
化
が
特
に
著
し
い
と
市
が

　
認
め
た
空
家
）

○
個
人
が
所
有
す
る
空
家
で
あ
る
こ

　
と

○
所
有
権
以
外
の
権
利
が
設
定
さ
れ

　
て
い
な
い
空
家
で
あ
る
こ
と

※

交
付
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

　
細
は
施
設
管
理
課
ま
で
ご
相
談
く

　
だ
さ
い
。

◆
補
助
額
＝
最
大
20
万
円

◆
募
集
数
＝
５
棟（
先
着
順
）

　
施
設
管
理
課
　

　
病
気
・
認
知
症
な
ど
に
よ
り
介
護

が
必
要
、
日
常
生
活
に
支
援
が
必
要

と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
に
は
、
市
へ
要
介
護
認
定

の
申
請
を
し
て
、
要
介
護
ま
た
は
要

支
援
の
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き

は
、
高
齢
福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い（
40
〜
64
歳
の
方
は
申
請
に
条
件
が

あ
り
ま
す
）。

　
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
の
一
部
は
、
要
介
護
認
定
を
省

略
し
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
事

業
対
象
者
と
判
定
さ
れ
た
方
も
利
用

で
き
ま
す
。

　
高
齢
福
祉
課

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

に
は
要
介
護
認
定
が
必
要
で
す

ご
み
袋
な
ど
の
販
売
店
舗
の

お
知
ら
せ

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

12
月
１
日
〜
10
日

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
　

　

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ　

資
源
集
積
所
の
利
用
時
の
お
願
い

犬
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ

空
家
解
体
費
補
助
金

　
年
末
年
始
の
長
期
休
暇
時
は
、
空

港
の
駐
車
場
が
満
車
に
な
り
駐
車
で

き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
空
港

へ
は
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
県
営
名
古
屋
空
港
管
理
事
務
所
　

（
29
）１
６
０
０

青
少
年
の
非
行・被
害
防
止
に

取
り
組
む
県
民
運
動
強
調
月
間

12
月
20
日（
金
）〜
１
月
10
日（
金
）

　非
行
の
芽
　は
や
め
に
つ
も
う

　
　
　
　
　
　
　
　 み
な
我
が
子

地
方
教
育
行
政
功
労
者

文
部
科
学
大
臣
表
彰

　
市
教
育
委
員
会
教
育
長
職
務
代
理

者 

池
山
健
次
委
員
が
、
地
方
教
育

行
政
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

問
合
せ
　
学
校
教
育
課

県
営
名
古
屋
空
港
か
ら
お
知
ら
せ

台
風
19
号
被
災
地
へ
市
が
支
援 

明
る
く
元
気
な
あ
い
さ
つ
運
動

　
10
月
の
台
風
19
号
に
よ
る
被
害
を

受
け
、
本
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協

定
を
結
ぶ
新
潟
県
妙
高
市
へ
非
常
用

飲
料
水
１
０
０
０
本
と
ア
ル
フ
ァ
化

米
６
０
０
食
を
届
け
ま
し
た
。
ま
た
、

栃
木
県
栃
木
市
へ
、
罹
災
し
た
家
屋

調
査
の
た
め
に
市
職
員
１
人
を
派
遣

し
ま
し
た
。

　
人
事
秘
書
課

　
レ
ジ
ャ
ー
農
園
に
60
区
画（
11
月
５

日
現
在
）の
空
き
が
あ
り
ま
す
。

　
10
月
以
降
は
利
用
料
が
半
額（
１
㎡

あ
た
り
１
０
０
円
）に
な
り
ま
す（
来

年
度
継
続
の
際
は
通
常
ど
お
り
１
㎡

あ
た
り
２
０
０
円
）。

　
商
工
農
政
課

レ
ジ
ャ
ー
農
園
利
用
者
募
集
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受
益
者
負
担
金
を
分
割
払
い
さ
れ

て
い
る
方
は
、
７
月
に
送
付
し
た
分

割
用
納
付
書（
第
３
期
）で
お
支
払
く

だ
さ
い
。
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方

は
、
預
貯
金
額
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
納
期
限
＝
12
月
25
日（
水
）

　
す
で
に
一
括
払
い
を
し
た
方
は
、

今
回
お
支
払
い
い
た
だ
く
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
下
水
道
課

　
10
月
１
日
か
ら
全
国
一
斉
に
共
同

募
金
運
動
が
行
わ
れ
、
み
な
さ
ん
の

社
会
福
祉
に
対
す
る
ご
理
解
、
ご
協

力
に
よ
り
善
意
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
こ
に
、
心
か
ら
敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
12
月
は

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
が
行
わ

れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
北
名
古
屋
市
共
同
募
金
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　 

会
長
　
山
下
征
彦

　
悪
質
商
法
な
ど
に
よ
る
被
害
、
契

約
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
つ
い

て
の
相
談
は「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」局
番
な
し
の「
１
８
８
」を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
消
費
生
活
に
関
す
る
身
近
な
相

談
窓
口
を
案
内
し
ま
す
。

　
北
名
古
屋
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

が
開
所
し
て
い
な
い
場
合
な
ど
に
は
、

開
所
し
て
い
る
県
の
相
談
窓
口
な
ど

を
案
内
し
ま
す
。

北
名
古
屋
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
毎
週
火
〜
金
曜
日
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分（
受
付
は
４
時
ま
で
）　

東
庁
舎
２
階
　
資
格
を
持
っ
た
相
談

員
に
よ
り
、
問
題
解
決
の
た
め
の
お

手
伝
い
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

　
無
料
　
商
工
農
政
課

　
①
令
和
２
年
１
月
７
日（
火
）午
前

10
時
〜
午
後
４
時
②
１
月
８
日

（
水
）・
９
日（
木
）午
前
10
時
〜
午
後

４
時
　
①
市
総
合
体
育
館
②
市
商
工

会
館
　
年
末
調
整
指
導
　
事
業
所
得

者
　
開
催
日
の
１
か
月
前
か
ら
電
話

で
市
商
工
会　
（
25
）０
０
０
１
へ
。

　
金
融
機
関
や
警
察
官
、
弁
護
士
な

ど
に
な
り
す
ま
し
て
電
話
を
か
け
て

き
て
、
指
定
口
座
に
多
額
の
お
金
を

振
り
込
ま
せ
る
、
ま
た
は
直
接
現
金

を
受
け
渡
す
よ
う
に
指
示
す
る
手
口

の
詐
欺
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
と

き
は
、
相
手
の
言
葉
を
う
の
み
に
せ

ず
、
い
っ
た
ん
電
話
を
切
っ
て
、
冷

静
に
な
っ
て
か
け
直
す
な
ど
し
て
、

詐
欺
の
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
困
っ
た
と
き
は
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
商
工
農
政
課

　
成
年
後
見
制
度
は
認
知
症
の
方
、

知
的
障
害
の
あ
る
方
、
精
神
障
害
の

あ
る
方
な
ど
判
断
能
力
が
不
十
分
な

方
々
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。
行
政

書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
12
月
17
日（
火
）午
後
１
時
〜
４
時

　
面
談
室
２
　
◆
主
催
＝
一
般
社
団

法
人
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
愛
知
県
支
部　
０
５
２（
９

０
８
）３
０
２
２
　
高
齢
福
祉
課
・
社

会
福
祉
課

　
行
政
相
談
委
員
が
、
行
政
に
関
す

る
ご
意
見
や
ご
要
望
な
ど
を
受
け
付

け
、
そ
の
解
決
や
実
現
の
促
進
、
行

政
運
営
の
改
善
な
ど
を
図
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
12
月
26
日（
木
）午
前
９
時
〜
11
時

30
分
　
面
談
室
２
　
◆
行
政
相
談
委

員
＝
村
瀬
正
孝
、
菊
谷
礼
子
、
町
田

和
好
　
総
務
課

職
業
適
性
検
査（
約
50
分
）

　
適
性
診
断
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
あ

な
た
の
職
業
適
性
を
分
析
し
、
資
格

を
持
っ
た
相
談
員
が
解
説
し
ま
す
。

就
職
相
談（
予
約
優
先
、
50
分
）

　
書
類
選
考
や
面
接
が
う
ま
く
い
か

な
い
方
に
相
談
員
が
コ
ツ
の
伝
授
や

職
場
体
験
の
案
内
な
ど
し
ま
す
。

　
12
月
18
日（
水
）、
令
和
２
年
１
月

15
日（
水
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時（
受

付
は
午
後
２
時
ま
で
）　
社
会
福
祉
協

議
会
本
所
小
会
議
室
　
就
職
活
動
中

の
15
〜
44
歳
の
方
ま
た
は
保
護
者
の

方
　
無
料
　
な
ご
や
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン　
０
５
２（
７
０
０
）

２
３
９
６
　
商
工
農
政
課

※

検
査
で
知
り
得
た
個
人
情
報
は
、

　
他
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

　
清
須
保
健
所
で
は
、
お
酒
が
や
め

ら
れ
な
い
な
ど
の
悩
み
に
関
し
て
、

精
神
科
医
師
・
酒
害
相
談
員
な
ど
に

よ
る
専
門
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
12
月
20
日（
金
）午
後
２
時
〜（
酒
害

相
談
員
な
ど
に
よ
る
相
談
の
み
は
随

時
調
整
）　
清
須
保
健
所（
清
須
市
春

日
振
形
）　
北
名
古
屋
市
・
清
須
市
・

豊
山
町
に
在
住
で
相
談
を
希
望
す
る

本
人
・
家
族
な
ど（
予
約
制
）　
無
料

　
清
須
保
健
所
健
康
支
援
課
こ
こ
ろ

の
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ　
０
５
２（
４

０
１
）２
１
０
０
へ
。

　
12
月
16
日（
月
）は
、
健
康
ド
ー
ム

の
電
気
工
事
の
た
め
停
電
に
な
り
ま

す
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
の
業
務
は
通
常
実

施
し
ま
す
が
、
電
話
は
１
台
で
対
応

し
ま
す
の
で
、
つ
な
が
り
に
く
く
な

り
ま
す
。

　
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　（
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
）

○
本
会
議（
初
日
）    
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　    
11
月
29
日（
金
）

○
本
会
議（
一
般
質
問
）

　                      

12
月
10
日（
火
）

○
本
会
議（
一
般
質
問
）　

                         

12
月
11
日（
水
）

○
予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　 

12
月
12
日（
木
）

○
福
祉
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　 

12
月
13
日（
金
）

○
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　 

12
月
16
日（
月
）

○
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　    

12
月
17
日（
火
）

○
鉄
道
連
続
立
体
交
差
事
業
等
検
討

　
特
別
委
員
会
　
　 

12
月
18
日（
水
）

○
本
会
議（
最
終
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　 

12
月
23
日（
月
）

※

日
程
は
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。

　
市
役
所
東
庁
舎
４
階
　
傍
聴
希
望

の
方
は
、
当
日
傍
聴
受
付
へ
。
た
だ

し
、
委
員
会
の
傍
聴
の
定
員
は
10
人

で
午
前
９
時
30
分
〜
９
時
45
分
の
受

付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
　
議
事
課

12
月
31
日
ま
で

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動

消
費
生
活
相
談
は

☎
１
８
８（
い
や
や
）へ
！

　

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

と　き（祝・休日は除く） ところ・問合せ・申込み

１２月１０日（火）10:00～12:00

月～金　9：00～17：00 （６８）６０１０尾張中部障害者就業・生活支援センター

障害者・福祉に関する相談

■消費生活相談※電話相談可 火・水・木・金 １３：３０～１６：３０（受付は１６：００まで）

月～金　8：30～17：00

■求人情報提供、職業相談・紹介 月～金　9:30～17:00

■ボランティア相談

■不動産取引の悩みごと相談

■心配ごと相談【予約制】
　（1組につき50分）

■司法書士相談【予約制】
　（1組につき50分）

■弁護士による法律相談
　【予約制】（1組につき30分）

Ａ：12/19(木)･1/9(木) 9:00～12:00
Ｂ：12/26(木) 9:00～12:00
予約受付：12/3（火）～
※12月は開催がありません。
A：1/7(火）13：00～15：50
予約受付 Ａ：12/3(火）～12/27(金）

Ａ：12/19（木) 13:00～16:00

■市民活動相談【予約制】 月～金　8：30～17：00

■広聴相談（市行政一般）【予約制】 月～金　9：00～17：00

A：12/24(火) 9:00～11:50
予約受付：12/3（火)～12/20(金）

Ｃ：12/18(水) 13:30～15:30

相談名

と　き（祝・休日は除く） ところ・問合せ・申込み相談名

■心身障害者相談 ※電話相談可

■障害者のための就業相談

北名古屋市地域職業相談室（社会福祉協議会本所内）

市民活動推進課

※予約制の相談については、当月3日（祝・休日などの場合
　は、翌日以後最初の平日）から受付を開始します。
※司法書士相談および心配ごと相談については、受付期間
　に予約が入らなかった場合は開催しません。

原則お住まいの市町村での受け付けとなります。

Ａ：社会福祉協議会本所相談室
B：総合福祉センターもえの丘相談室
Ｃ：総合福祉センターもえの丘ボランティア専用室　

社会福祉協議会本所  （25）8500

（24）8689

消費生活センター （22）1111

■男女共同参画を阻害する
　権利侵害の相談【予約制】

暮らし・仕事・まちづくり・行政に関する相談

人事秘書課

面談室2 社会福祉課

市
議
会
定
例
会
日
程

成
年
後
見
制
度
無
料
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

職
業
適
性
検
査
・
就
職
相
談

行
政
相
談

ア
ル
コ
ー
ル
等
専
門
相
談

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
を

税
の
無
料
相
談（
予
約
制
）

29 28電話 ファクス メール ホームページ 西庁舎 東庁舎
とき ところ 内容 対象 定員
参加費・入場料・利用料 持ち物 申込み 問合せ 「広報北名古屋」  令和元年12月「広報北名古屋」   令和元年12月



　令和初の北名古屋市文化祭が11月２日と３
日の両日、文化勤労会館で盛大に開かれました。
会場では、文化協会加入の各クラブの作品展や
芸能発表会、表彰式イベント、菊花展、お茶会
などがあり、大勢の来場者を楽しませました。
　２日に大ホールで行われた芸能発表会では、
コーラスや民踊、太極拳、フラなど、18団体が

日ごろの練習の成果を発表しました。
　大正琴と唄で会場を盛り上げたのは「ミュージック・フレンズ」のみなさ
ん。「叱られて」などなじみ深い３曲を演奏しました。
　同会は、音楽担当の和田清子さんの指導のもと、月２回憩いの家ふたば荘
で練習。大正琴の研さんを積んでいます。文化協会に加入したのは2006
年。同年初めて文化祭に出演し、今年で14回目を迎
えました。2014年には愛知県文化協会連合会東尾
張支部の芸能大会にも出演。ロマンあふれる大正琴
の響きに乗せて、さまざまなジャンルの曲を演奏し
観客を魅了しています。
　代表の和田幸一さんは「メンバーの高齢化が進んで
いますが、体力がある限り続けていきたいですね。
音楽でみなさんの癒しとなれば」と話します。歳を重
ねてますます磨きのかかるみなさんです。

Vol.156

市民記者
レポート
h a n d s

編集後記
市内の交通事故発生状況 市内の窃盗犯発生状況

令和元年

死亡事故

人身事故

物損事故

人身事故数は死亡事故数を含む。

10月 　累計 令和元年
侵入盗

 乗物盗

 非侵入盗

侵入盗 ：空き巣、忍び込み等
乗物盗 ：自転車・自動車・オートバイ盗
非侵入盗：車上ねらい、部品ねらい、

ひったくり等

10月 　累計 
［西枇杷島警察署調べ］ ［西枇杷島警察署調べ］

ZOOM IN
協働の
トピックス
に

ZOOM IN
協働の
トピックス
に

Vol.18

　　働き始めるまで、ハンドルをほ
とんど握っていなかった私。近所
の自動車学校でペーパードライバ
ー講習を受けました。プロの指導
で運転の悪い癖を知り、基本の
“キ”から学び直せました。自称“ペ
ーパー”の方、事故を起こさないた
めにも復習は大切です。（中江）

0件
0人
31件
34人
179件

3件
3人

302件
344人
1,911件

12件

22件

141件

9件 44件

192件

　
　
　
　
市
内
の
小
学
生
が
楽
し
み
な

が
ら
職
業
・
社
会
体
験
が
で
き
る
参
加

型
イ
ベ
ン
ト「
き
っ
ず
タ
ウ
ン
北
な
ご

や
」を
ご
存
じ
で
す
か
？
イ
ベ
ン
ト
を

主
催
す
る
き
っ
ず
タ
ウ
ン
北
な
ご
や
実

行
委
員
会
は
、
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
・
市
民
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
の
人
が
参
加
し
て
関
わ
っ
て

い
て
、
出
店
ブ
ー
ス
の
み
な
さ
ん
と
も

一
緒
に
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
楽
し
み
な

が
ら
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
の
助
成

金
な
ど
を
一
切
投
入
し
な
い
こ
の
取
組

は
、
地
元
企
業
を
始
め
と
す
る
た
く
さ

ん
の
方
々
の
想
い
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
い

う
形
で
集
め
ら
れ
、
主
な
財
源
と
な
っ

て
い
る
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。
ま

さ
に
地
元
に
育
て
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の

一
つ
で
す
。
当
日
は
、
働
く
こ
と
で
お

金（
疑
似
紙
幣
）を
稼
ぐ
ブ
ー
ス
と
、
お

金
を
使
っ
て
遊
ん
だ
り
、
商
品
を
買
っ

た
り
で
き
る
ブ
ー
ス
が
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
が
自
分
で
考
え
、
工
夫
し
て
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
参
加
体
験
を
通

し
て「
仕
事
」・「
働
い
て
お
金
を
稼
ぐ

こ
と
」・「
人
と
の
繋
が
り
」な
ど
を
感
じ

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
将
来
の

夢
や
希
望
を
抱
く
こ
と
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
実

行
委
員
の
方
は
、「
子
ど
も
た
ち
が
①
自

分
自
身
の
事
を
大
切
に
す
る
こ
と
、②

仲
間
や
友
達
を
信
頼
す
る
こ
と
、③
お

互
い
を
応
援
し
、
貢
献
で
き
る
こ
と
な

ど
を
感
じ
て
欲
し
い
。
そ
の
た
め
に

も
、
ま
ず
は
大
人
が
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で

楽
し
み
な
が
ら
関
わ
る
こ
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
好
き
な
こ
と
・
得
意
な
こ
と
を
活

か
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
機
会
・
つ
な

が
る
機
会
と
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
た

い
。
そ
し
て
、
地
域
の
き
ず
な
が
広
が

り
、
た
く
さ
ん
の
人
が
地
域
を
元
気
に

す
る
一
員
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
、
そ

の
一
歩
は
、
自
分
自
身
で
決
め
ら
れ

る
。
い
つ
か
ら
で
も
始
め
ら
れ
る
」と

話
し
ま
し
た
。
き
っ
ず
タ
ウ
ン
北
な
ご

や
は
、
令
和
２
年
２
月
２
日
に
実
施
し

ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
当
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
現
在
、
大
募
集
中
で
す
。

公共施設利用抽選会
施設名 受付日時対象月
大ホール ７月分

３月分
４月分
３月分
３月分

１月分

大ホール以外
展示室・展示コーナー

午前8時50分～9時

午前8時30分～8時40分

午前8時30分～8時40分

午前9時30分～9時40分

文化勤労会館
エントランスホール

東公民館 視聴覚室
西庁舎101会議室
総合体育館 多目的ホール

総合体育館 大小会議室

ところ

文化勤労会館

東公民館
コミュニティセンター（西庁舎併設）

総合運動広場

白木・天神中学校  夜間照明（グラウンド）
学校施設（体育館・テニスコート）

テニスコート
グラウンド

午前8時35分～8時50分
１月５日（日）

１月6日（月）

12月14日（土）

12月7日（土）

子
ど
も
の
ま
ち

「
き
っ
ず
タ
ウ
ン
北
な
ご
や
」

子
ど
も
の
ま
ち

「
き
っ
ず
タ
ウ
ン
北
な
ご
や
」

子
ど
も
の
ま
ち

「
き
っ
ず
タ
ウ
ン
北
な
ご
や
」

子
ど
も
の
ま
ち

「
き
っ
ず
タ
ウ
ン
北
な
ご
や
」

前 智美 記者
　いま徳重・名古屋芸大駅周辺では新たなまちづ
くりが始まっています。昨年度は市民や学生、ま
ちづくりに興味のある方々が参加して意見交換が
行われました。今年度からはさらに一歩踏み出し

た活動になり、拠点となる名古
屋芸術大学地域交流 LABO（旧
徳重ビジネスホテル）をリノベーションするDIY ワー
クショップが開かれました。
　10月の2日間で行われたのは、天井や壁のペンキ塗
りや床のタイル剝がし、チラシやお知らせのボードを置
く棚作りなど。地元愛にあふれた方や芸大生のみなさん、
親子連れなどが参加しました。特に子どもたちに人気だ

ったのは床タイル剝がし。学生さんが、タイルを
持てるように取っ掛かりを作り、子どもたちはそ
れを力一杯引っ張るという流れが自然にできて、
なかなか取れなかった最後の一枚が取れたときに
は拍手と歓声が上がりました。
　さまざまな人が集まって、ここを素敵な場所に

しようと力を出し合い、味わった一体感と達成感。若い世代のパワーが光
っていて、北名古屋市の未来が楽しみになりました。

塗る姿も地元愛溢れる
参加者の宮本崇史さん

と

輝くあなたを応援し
ます

輝人32

えきまえで　とりくむ　ことづくりで　ひとと　つながる　の略
駅・事・物・人をつなぐまちづくりを行っていこうという思いが込められている

「えきつな」ってなぁに?

四谷 美津子 記者

30「広報北名古屋」  令和元年12月31 「広報北名古屋」  令和元年12月



令
和
元
年
 12月

N
o.165

編
集
発
行
／
北
名
古
屋
市
役
所
総
務
部
人
事
秘
書
課

〒
481-8531 愛

知
県
北
名
古
屋
市
西
之
保
清
水
田
15

●
 電
話
 0568（

22）1111　
●
 FAX 0568（

25）1800
●
 ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 https://w

w
w
.city.kitanagoya.lg.jp/

令和元年
12月

D E C E M B E R  2 0 1 9
N o . 1 6 5

K I TA N AG OYA  C I T Y  P U B L I C  R E L AT I O N S  M AG A Z I N E     S I N C E  2 0 0 6


